
ア
メ
リ
ヵ
互
恵
通
商
協
定
政
策

の
研
究

木

魯
目

榮

作

】

、

二

、

三

、

目

次

互
吏
心通
商
協
定
一政
一策
へ
の
繭
…換
背
昆尽

'

互
惑
通
商
協
定
法
の
本
質
と
そ
の
適
用

互
惑
通
商
協
定
政
策
の
實
蹟
乏
そ
の
國
民
経
濟
的
意
義

/

一
、
互
恵
通
商
協
定
政
策

へ
の
韓
換
背
景

ア
メ
リ

カ
合
衆
國

は
世
界
稀

に
見

る
廣
域

と
豊
富
な

る
生
産
資

源

に
恵

ま
れ

つ
、
も
、
そ

の
建
國

の
事
情

よ
り
し

て
之
等
資
源

め
開
獲
資
本
は
殆
ど
総

て
之
を
奮
世
界
だ
る
漱
洲

に
仰

が
ざ
る
を
得
す

、
第

一
次

世
界
大
職

に
到

る
迄

の
約
百
五
十
年
闇
は
實

に

國
際
資
本
輸

入

の
歴
史
を
辿

つ
た

の
で
あ

つ
た
。

≒

一
七

八

三

年

條

約

L

に

よ

り

初

め

て

ア

メ

リ

カ

合

衆

國

は

..h
器
⑦
、
8

<
窪
鉱
σΩ
p

9
巳

ぎ
α
⑦
需
巳

・
暮

。。
侍
器

ω
.、

の
列

に

加

は

ρ

、

ア
メ
リ
カ
互
惑
通
商
協
定
政
策
の
研
究

(
太
曾
)

三

一
九



三
二
〇

蝕

に
漸
く
猫

立
國
家
と
し

て
登
場

す
る
こ
と

玉
な

つ
た
が
、
ヒ

の
當
時
未
だ
猫

立
載
争

の
経
濟
的
員
捲
は
去

ち
す

九
百
二
十
萬
弗

の
外
債

を
員

ふ
て
ゐ
た
。

一
八
四
三
年

に
は
既

に
二
億
二
千
五
百
萬
弗

に
達

し
、
第

一
次

緻
洲

大
…戦
勃
嚢

當
時

に
於

て
は
七
十
二

、

億
弗

の
封
外
員
債

の
持
主

と
は
な

つ
て
ゐ
た
。
他

面
、
そ

の
國
富

も
第

一
同
國
勢
調
査
施
行
年
度

た
る

}
八
五
〇
年

に
は
七
十

}

億
弗

と
獲
表

せ
ら
れ
た
が
、

一
九

一
四
年

に
は
實

に
二
千
百
二
十
億
弗

と
算

定
せ
ら
る

玉
に
到

り
、
六
十
四

ヶ
年

間

に
於

て
三
十

め

倍

の
増

加
を
示
し

て
ゐ
る
。
然

し
、
米
國

へ
の
海
外
資
本

の
流
入
増
大
も
そ

の
投
資

に
封

す
る
利
子
支
梯
及
元
金
償
還
を
前
提

と

、
す

る
も

の
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
元
利
支
彿
資
金

を
そ

の
投
資
産
業
よ
り
生
す

る
利
潤

に
よ

つ
て
総

て
を
支
辮
し
得
な

い
限

り
、
何

塵

か

に
之

を
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
。
米
國

は
之

を
輸
出
超
過

の
方
法

に
侯

つ
た

の
で
あ

る
。
然

る

に
米
國
産
業

が
漸

次
ぞ

の

獲

展
過
程
を
辿

る
に
俘

ぴ
先
進
資

本
主
義
國

と
の
経
濟

的
競
争

に
樹
抗
す

る

の
必
要

に
迫

ら
れ
、
そ

の
輸
出
貿
易
促
進

の
要
求

は

愈

々
切
實

と
な
る

に
到

つ
た
。
鼓

に
於

て
米
國
貿
易
政
策
は
典

型
的
保
護
貿
易

主
義

の

一
色

に
塗
り

つ
ぶ
さ
れ

る

こ
と

玉
な
り
、

こ

の
動
向
は
第

一
表

に
よ

つ
て
よ
く
う
か

f
は
れ
る
で
あ
ら
う
。

次
表

に
見
る
如
く
、

一
九

一
〇
年

よ
り

一
九

三
三
年

に
亘
る
約
四
孚

世
紀
間
に
於

て
、
關
税
率

の
改
定
は
四
度

に
及
ん
だ
が
、

年

亭
均
從
債
牽
は
二
割

七
分

と
五
割

二
分

六
厘
と
を
結

ぶ
高

率
關
視

主
義

が
竪
持

せ
ら
れ

て
ゐ
た
の
で
あ

る
。

曰
く

「
内
外
生
産

費

差
額

の
均
等
化
關
視
」
、

曰
く

「
競

孚
的
關

税
」

叉
曰
く

「
伸
縮
關
視
」
乃

至
は

「
科
學
的
關

税
」
等

と
そ

の
名
を
異

に
す
る

も

、
何
れ
も

}
貫

せ
る
保
護
貿

易
主
義

の
顯
現

で
あ
り
、

こ
の
政
策

の
韓
換

は
常

に
米
國

の
産
業
資
本
家

、
農
業
経
螢
者
及
勢
働

者

の
執
拗
な

る
反
封

の
聲

に
さ

へ
ぎ

ら
れ

て
ゐ
た

の
で
あ

つ
た
。

一
九

二
九
年

以
後

の
世
界
経
濟
不

況
時
代

に
あ

つ
て
す
ら
、
關
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亭 均 輸 入
從 債 視i率
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法税關
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41.2%
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3
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(!月1日 一6月17日)

 

年

年

年

年

均
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年

年
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年

年

年
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均

o

U

珍

弓

亭

23

24

35

26

η

28

29

30

亭

19

19

19

19

年

19

19

19

19

19

19

19

り

年

辮

り

鱒

19

19

年

HfeY-SmootAct

30年(6月18日 一12月3工 日)

3【年

32年

33年 ・

亭 均

 

税

率
引
下

に
封

す
る
輿
論

の
全
幅

的
支
持

を
見
出

す
こ
と
を
得
な

か

つ
た
が
、
之

に
は
次

の

一
般
的
及
特
殊
的
事
情

の
存
在
を
前

提

走
し

て
ゐ

る
も

の
と
考

へ
ら
れ

る
。

即
ち
、
過
去

に
於

て
屡

女
米

國

に
見

ら
る

x
事
實

な
景
氣
循
環
過
程

に
於

て
所
謂

閃
6
8
ωω凶。
昌

に
入

る
や
、
關
視
桝

上

の
運
動

が
活
濃

と
な

つ
た
こ
と

で
あ
る
が
、
之
は
経
濟
不
況

に
基
因
す
る
物
償

下
落

が
必
然
的

に

}
経
濟
軍
位
内

に
於
け
る
商

品

の
販
費

債

格

と
生
産
費

と

の
相
關

々
係

を
棄

す
と

い
ふ
因
果
關
係

に
結
び

つ
け

て
考

へ
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
之

は
米
國

の
工
業

に
と

つ
て
は
二

つ
の
結
果
を
招
來

す
る
。
そ

の

}
は

生
産
制
限

、
從

つ
て
生
産
諸
要
素

の
使
用
減

少
と
な
り
、
之

が
更

に
貨
幣
所
得
額

ア
メ
リ
カ
互
悪
通
商
協
定
・政
」策
の
研
究

(・木
曾
)

三
二
一



暫

'

・
、

三

二

二

を
減

じ
、
物
債
下
落

の
度

を
釜

々
深
か
ら
し
め
途

に
生
産
制
限
強
化

に
到

ら
七

あ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
二
は
景
氣

の
下
降

的
傾

向

が
減
退
し

つ
曳
あ

る
購
買
力
吸
牧

に
封

す
る
生
産
者

側

の
競

箏
を
激
化

せ
し

め
る
こ
と

で
あ

る
。
か
く
し
て
、
同

一
商

品
内

及

異

種
商

品
聞

の
競
宰
は
愈

々
深
刻
化

す
る
。
か

」
る
場
合

に
於

て
、
輸
入
商
品

が
こ

の
聞

に
介

在
し

て
こ

の
競
争

の
本
源
と
な

る

と
き
は
、
或
政
治
塗
力

が
政
府

に
及

び
そ

の
封
策
を
要
請
し
、
關
視
引
上
運
動

が
表

面
化

す
る

こ
と

玉
な

る
。

ノ

'米
國

の
●農
業
部

面

に
於
て
も
略

々
同
様

の
事
實

が
見

ら
れ

る
。
即
ち
、
維
濟
不
況

の
結
果
と

し
て
農

産
物
債
格

が
下
落
傾
向

を

辿

り

つ
、
あ

る
に
も
拘

ら
す

、

一
定
額

の
貨
幣
所
得
を
維
持

せ
ん
と
す
る
意
圖

の
下
に
農
産
物

の
生
産
増
加

が
行

は
れ

る
。
然

る

に
、
需
要
は
飽
和
監

に
達

し
た
る
に
供
給

量
は
増
加
し

つ

」
あ
る
た
め
、
農
産
物
債

下
落
は
促
進

せ
ら
れ

、
こ

墨
に
も
工
業

の
場

合

と
等
し
く
、
何
等

か

の
保
護

政
策
が
要
請

せ
ら
れ

る
に

到
る
。
高
度

の
工
業
化
過
程

に
あ

る
米
國

は
、

一
大
農
業

國

の
他

面
を

持

つ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
か
ら
、
か

玉
る
産
業
界
不
振

の
情

勢

下
に
於

て
は
農

・
工
爾
部
面
共

に
同
檬

の
影
響
を
受
け
る
の
は
蓋
し

當
然

で
あ

ら
う
。

・

、

之

に
加

ふ
る
に
、
外
的
事
惰

と
し

て
諸
外
國

の
平
債
切

下
の
影
響
が
米
國

の
輸
出
貿
易

に
及
び
、
之

に
樹

抗

せ

ん

が

た

め

に

「
補

整
附
加
税
し
(O
。
ヨ
℃
窪
。。簿
写
σq
。。
巽
冨
×
)
賦
課
法
案

の
提
出

を
見

る
こ
と

曳
な
り
、
か

、
る
外
的
要
素

に
基
因

し
て
保
護

貿
易

政
策

が
釜

々
強
化

せ
ら
れ
、
更

に
、
「
産
業

復
興
法
」
(Z
註

。
昌
巴

H巳
器
鼠
巴

閑
・
8
〈
。
奨

》
n
け)
及

「
農
業
調
整

法
」
(》
㎎
言
三
言
H
』

》
&
ロ
。。§

・
再

》
∩
け)

の
國
民
経
濟
的
含
蓄

が
、
國

内
産
業
復
興
計
劃

の
途

行
を
容

易
な
ら
し
む

る
た
め

に
、
國
内
経
濟

を
外
的
経

濟

要
素
よ
り
隔
絶

せ
ん
と
す

る
所

に
あ

つ
た
こ
と
は
、
米
國

の
貿
易
政
策

の
保
護

主
義
的
色
彩

を
濃
化

せ
し
む

る
促
進
的
役
割
を



演

じ
た

こ
と
は
明
ら
か

で
あ

る
。
之
等

の
諸

要
因

に
加

ふ
る
に
、
世
界
的
國

家
風
潮
と
も
云

ふ
べ
き
自
給
自

足
維
濟

政
策

の
進
展

は
、
國
際
分
業

に
封
す

る

一
大
障
碍

と
な
り

、
之
も
ま
た
米

國
貿
易

政
策
輻
換

の
上

に
浩
極
的

要
素

と
な

つ
た

こ
と
は
否

み
得
な

い

。以
上

に
よ

つ
て
、
明
ら
か
な
る
如
く

一
九
二
九
年

以
後

の
経
濟

不
況
時
代

の
、
米
國

の
経

濟
獲
展

過
程

に
於

て
は
、
國
内
経
濟

的
利
害
關
係

が
支
配
的
な
力
を
持

つ
て
ゐ
た
も

の
で
あ

る
。
換
言

す
れ
ば
、
米
國

の
繧
濟

政
策

は
主
と
し
て
そ

の
豊
富

な
る
生
産

の

資
源

の
開
嚢

と
製
造

工
業
組
織

の
獲
展

に
そ

の
基
調
を
置

い
て
ゐ
た
も

の
で
、
こ

の
意
味

に
於

て
は
米
國
民
は

..U
葺

げ
§

苧

8

昌
ω
。
一。
鐸
。。
..
よ

り

は

む

し

ろ

.、津

。
曾

鼠

。
昌
-8

蕊

q
8

。。
、、
で

あ

つ

た

と

一写
ひ

得

べ
く

、

こ

れ

が

そ

の
経

濟

政

策

に

張

く

反

映

し

て

の

ゐ
た

の
で
あ
る
。
之

が
最
も
端
的

に
し
か
も
最

も
彊
く
具
現
せ
ら
れ
た

の
は
、

一
九
三
〇
年

に
共

和
窯

政
府
に

よ
り
議
會

に
上
程

せ
し
め
ら
れ

た

出
、
乱

・ギ
。。
ヨ
。
9

日
、櫛
N
謹

》
9

で
あ
り

、
之

は
既

に
示
し
た
如
く

、
年

平
均
從
債
税

率
五
二

・
六
%
と

い
ふ

一
九

一
〇
年

以
來

の
最

高
關
税
率
を
賦
課
し

て
、
米
國
農
業

を
世
界
経
濟
不
況
よ
り
救

ひ
、
以
て
諸
他

の
産
業

の
獲
展

を
圖
り
、
米
國

勢
働
者

の
生
活
安
定
を
期
せ
ん
と
し

た

の
で
あ

つ
た
。
本
關
税
法
案

の
上
程

せ
ら
る

」
や
、
今

迄

に
見
ら
れ

ざ
る
反
封
蓮
動

が
内

外

よ
り
起

り
、
先

づ
四
十
六
州

の
百
七
十
九
大
學

の
経
濟
學
教
授
千
飴

人
が

「
本
法
案
大
統
領
署
名
反
封
請
願
書
」
(国
8
ぎ
菖

。・冨

男
。
貯莚
。
昌
鈴
σΩ
坦
両昌
。。け
島
。
。。
黄
三
謁

。
h
夢
o
国
9
乱
。鴇
あ
ヨ
。
9

目
豊

ゑ

》
9
)
を
提
出

し
、
次

の
如
く
米
國

の
國

民
経
濟
的
見
地
よ
り

　

こ
の
法
案

通
過
に
彊
硬
な

る
反
封
的
態
度

を
示
し

た

の
で
あ

勧
。

ω

「
本
肇

の
意
圖
す
る
が
如
き
關
馨

引
上
は
ま
さ
に
誤
謬
で
あ
る
・
何
と
な
れ
ば
・
之
は
國
内
消
費
者
轟

の
便
讐

ア
メ
リ
カ
互
悪
涌
商
協
定
政
策
の
研
究

(
木
曾
)

三
二
三



.

・

・

三

二

四

引
上
げ
る
こ
と
κ
外
な
ら
す
、

ヨ
リ
高
き
生
産
費

に
よ
る
生
産

を
漿
働
し
、
從

つ
て
消
費
者
め
浪
費

と
非
能

率
的
産
業
を
助
成

す

る
こ
と

、
な
り
、

ヨ
リ
安

き
生
産
費

に
よ
る
生
産
業
者
を

一
暦
擁
護

し

て
、

ヨ
リ
高
率

の
利
潤
を
牧

め
し
め
之
を
消
費
者

に
轄

嫁

す

る
こ
と

、
な

る
。
」

ゴ
.

「
か
く

て
、
本
法
は
國

民
大

多
激

の
生
活
費

を
引
上
げ

て
そ

の
生

活

に
累

を
及
ぼ

す
結

果
を
生
す

べ
く
、
か

玉
る
關
税
法

(
改

定

に
よ
り
利
釜
を
得

る
は
ま
こ
と

に

一
部

少
数

の
國
民

に
止
ま
る
。
」

ぬ

ダ

ヨ

、「
農
民

の
大
多

数
も
ま

た
損
失

を
蒙

る

べ
く
、
彼
等

の
生
産

す
る
棉
花

・
豚
肉

・
豚

脂
及
小

萎
は
何
れ

も
輸
出
向
生
産
口剛

く
で
あ
り
・
之

等
は
國
内
市
場

に
於

て
は
激

し
き
馨

も
な
く
、
從

て
養

は
彼
等

の
萱

ら
ん
と
す
る
生
産
晶
及
び
買

は
ん
と

す
る

、

製

造
品

一
般

へ
の
關
税
率
増
加

に
よ

つ
て
二
重

の
打
撃
を
受
け
る
も

の
で
あ

る
。
」

・

●

四

・
「
米

國

の
輸

出
貿
易

は
輸
入
關
視
引

上
に
よ

つ
て
悪
影
響
を
受
く

る
こ
と

ム
な

る
。
何
と
な
れ
ば
、
諸
外
國

よ
り

の
輸
入

く
を
阻

止
す
れ
ば
、
彼
等
も
ま

た
米
國

よ
り

の
輸
入
品
を
制
限
す

べ
く

、
我
等

の
輸
入
阻

止

の
度

が
加
重

す
る

に
從

つ
て
彼
等

も
釜

の

々
之

に
報
復
す

る
こ
と

」
な
る

べ
く
、
銅

・
自
動
車
及
農
業

用
機
械
類

の
輸
出

も
農
産
回
悶
と
同

じ
く
不
振
と
な

る
で
あ

ら
う
。
」

却

「
我
等
は
、

ア
メ
リ

カ
合
衆
國

の
製
造
業
者

と
雄
も
ま
た
關

税
引
上
を
必
要
と
す

る
も

の
と
は
信

℃
得

な
い
。

「
大
統
領

く
任
命
米
國
最

近
経
濟
攣
遷

調
査
委
員
報

告
書
」
角

冨

男
趨
。
旨

o
h
昏
。
男
器
。・乙
。
9
.。・
O
。
旨
ヨ
窪
8

。
口
国
8
。
暮

国
。
。
ま
ヨ
一。
O
匿
昌
σΩ
。
、)

に
於

て
も
、
世
界

大
職
後

、
米
國

の
生
産
能
率
は
増
加

し
、
生
産
費
は
低

下
し
、
利
潤

は
驚
異
的
迅
速
度
迦

以

て
増
大
七

り
」
あ

り

と
報
告

し

て
ゐ

る
。
米

國

の
製
造

工
場

は
國
民

の
溝
費
製
造
品

の
九
六
%
を
供
給

し
、
製
造
業
者

は
そ

の
機
械
生
産

力

の
増
大



に
よ
る
、

ヨ
リ
多
く

の
生
産

品
の
販
路
を
海

外

に
求

め
ん
と
し

て
ゐ

る
も

の
で
あ
る
。

か

、
る
秋
に
於

け
る
通
商

へ
の
障
碍
は
決

、

し

て
策

の
得

た
る
も

の
で
ぱ
な

い
。
」

萄

「
米
國

民
申
外
國
企
業

へ
の
投
資
者
も
多
数

に
上

る
。
米
國
商

工
省

は
、
欧
洲
大
職

々
債

を
除
外

し

て
も

.

一
九

二
九
年

(
一
月

一
日
現
在

に
於

て
そ

の
額
は
百

二
十
五
億
五
千
五
百
萬
弗
乃
至
百
四
十
五
億

五
千

五
百
萬
弗

に
達

す

る

と

概

算

し

て

ゐ
る

が
、
之
等

の
封
外

投
資
者

も
ま
た
關
税
引
上

に
よ
り
外
國
債

務
者

が
自
國

輸
出
貿

易
不
振

の
た
め
利

子
支
佛

に
困
難
を
感
す

る
こ

と

玉
な

る
を
以

て
、
結
局
打
撃

を
蒙

ら
ざ
る
を
得
な

い
℃
」

殉

.「
米
國

は
今

や
失
業

問
題

に
直
面

し

て
ゐ
る
。

關
視

引
上
支
持
者

は
之

に
よ
り
、'
失
業
者

に
職

を
與

へ
る
も
の
と
主
張

し
、

,

-

曳

,

て
ゐ

る
が
、
之

は
安
當

で
は
な

い
。
」

し̀

、

匂

「
最
後

に
、
か

玉
る
高
牽
關
税

政
策

が
國
際
關
係

に
及
ぼ
す
影
響

に
つ
い

て
、
政
府

の
愼

重
な
る
考
慮

を
要
請

す
る
も

の

(

,

で
あ

る
。

ア

メ
リ

カ

合

衆

國

は

一
九

二
七
年
國
際
聯
盟
主
催
の
世
界
経
濟
會
議

に
於

て
主
導
的
役
割
を
演

じ
た
が
」
同
會
議

は

「
今

や
世
界
ほ
關
税
引
上

に
絡
焉
を
告
げ
、

正
に
反
封
方
向

に
行
動

す

べ
き
時
期

に
到
達

し
た
し
と

の
決
議
案

を
採

揮
し
た

の
で

あ

つ
た
つ
今

政
府

が
提
案

し
た
る
關
税
改
革
案

は
右

の
協
定

に
も
反
し
、
他

の
諸
國
を

七

て
競

ふ
て
貿
易
障
碍
を
高

め
し
む

る
こ

と

」
な
り
、
か
く

で
關
税
戦

は
世
界
亭
和
促
進

を
妨
ぐ

る
こ
と

、
な
る
。
L

之

と
呼
鷹

し

て
、
米

國
産
業

界

の
闘
將

フ
.オ
ー
ド
も
七
百
五
十
種

に
上

る
自
動
車

工
業

原
料
品

の
關
視
引
上

に
反
封

す
る
に
到

り
、
更

に
米
國

へ
の
輸
出
國

三
十
三
ヶ
國

も
本
法
制
定

に
反
封
し

て
米
國
政
府

に
抗
議
す
る

に
及
ん
だ

の
で
あ

る
。
我
日
本
も
ま

ア
メ
リ
カ
互
悪
通
商
協
定
政
策
の
研
究

(
木
曾
)

三
二
五



三
二
六

た
そ
の

一
國
で
あ
る
が
、
我
國
よ
り
の
輸
出
品
に
封
す
る
五
%
よ
り
二
〇
〇
%
に
上
る
關
税
牽
引
上
が
、
野
米
輸
出
産
業
に
從
事

す
る
我
國
民
及
び
米
國
貿
易
關
係
業
者
拉
に
勢
働
者
に
及
ぼ
す
影
響
の
甚
大
な
る
所
以
を
明
ら
か
に
し
て
考
慮
方
を
促
し
た
の
癒

の

あ

つ
た
ゆ

然

し
、
か

義
る
内
外

の
阻

止
蓮

動
も
効
を
奏

せ
す

、
本
法
は
途

に

一
九

三
〇
年

六
月
十
七
日
に
議
會

を
通
過

す
る
所
と
な
り
、
・

翌
十
八
日
施
行

せ
ら
れ
た

の
ψで
あ
る
。
之
は
如
何
な

る
反
響

を
諸

外
國

に
呼

び
起

し
た

で
あ
ら
う
か
。

(第二表)西 班牙國乗用自動車輸入額7)

来 國 工りの
輸 入 額

輸入額合計

 

次年

10,290,000弗

5,6053000弗

586Sooo弗

334,000弗

17,240,000弗

IO,lgO,∞0弗

1,lg6,000弗

1,980,000弗

1929

1930

1931

1932(IIケ ノヨ)

(第三表)西 班牙國ゴムタイヤ輸入額8)

来 國 よ りの
輸 入 嶺

輸入額 合計

 

次年

3・602・715弗

3,136,222弗

800,340弗

133,052弗

7,897♪826弗

6,361,880弗

2,340,178弗

1,553,36t弗

1929

1930

1931

1932(loケ 月[、

'
先
づ
西
班
牙
政
府

は

一
九

三
〇
年

七
月

二
十
三
日
、

ア
メ

リ

カ
政
府

と

の
最
恵
國
約
款

を
破
棄
し
、
關
税
法
を
改
定
し

新

た

に
伊
太
利
及
佛
蘭
西

と
通
商
協

定
を
締
結

す
る
に
到

つ

た
。
そ

の
結

果
、

ア
メ
リ

カ
製
自
動
車

及

ゴ
ム
タ
イ
ヤ
購
入
、

國

と
し

て
有
望

視
さ
れ

て
ゐ

た
こ
の
市
場

は
他

の
競
箏
國

の

手

に
奪

は
る

」
こ
と

に
な

つ
た
。
上
表

は
こ
の
経

過
を
明
瞭

の

に
物
語

つ
て
ゐ
る
。

伊
太
利
政
府
も
ま

た
七
月

に
到
り
、
米
國

よ
り
輸
入

の
自

動
車

及
同
部
分
品

・
ラ
ヂ

オ
機

械
及
其
他
輪
入
原
料
品

に
封

し
關
税
引

上
を
報
復
的

に
行

ふ
に
到
り
、
爾
國
聞

の
貿
易
關



係

は
第

四
表

の
如
く
急
激

に
縮
減

す
る

こ
と

」
な

つ
た
。

(第四表)米 ・伊 貿 易統 計9)

(軍位 百萬弗グ

来 國 へ の
輸 出 額

来 國 よ むの
輸 入 額

 

次

84

80

9。

70

55

34

鋭

,鋤

商

珊

四

58

年

一
Ig27

写928

1929 、

Ig30

1931

1932

 

む

し
ろ
佛
國

の
國
内
経
濟
調
整

の
意

圖

の
.下

に
な
さ
れ

た
も

の
で
あ
る
が
、

侯

た
な

い
わ

加
奈
陀
は
保
守
蕪
政
府

の
登

場
と
共

に

一
九

三

一
年

六
月

、
前
年

度

の
財
政
不
足
額
七
千
五
百
萬
弗
補

正

の
方
針

の
下
に
、
關

税

改

正
の
方
策

に
出

で
た

る
た
め
、
,米
國

よ
り

の
輸
出

二
億
弗
は
直
接

の
影
響

を
受
く

る
こ
と

製
な

つ
た
。

更
に
、

一
九
三
二
年

ア
メ
リ
カ
互
恵
…蓮
商
協
定
政
策
の
研
究

(
・木
曾
)

三
二
七

」

瑞
西
國

も
之
等
と
相
鷹

じ

て
米
國
品

の
不
買

運
動
を
支
持
す

る
の
手
段

に
出
つ

る

に
及
ん

で
、
封
米
貿

易
は
不
振

と
な
り
、
瑞
西

よ
り
米
國

へ
の
輸
出
貿
易
は

一

九

二
九
年

に
於

て
は
二
億

ス
ウ
ヰ

ス

・
フ
ラ

ン
に
上

つ
て
ゐ
た
が
、

一
九
三
〇
年

に
は

一
億

西
千
萬

ス
ウ
ヰ

ス
・
フ
ラ

ン
に
、

一
九

三

一
年

に
は
九
千
萬

ス
ウ
ヰ

ス
.・

フ
ラ

ン
に
下
降

し
、
ま

た
輸

入
も

一
九
二
九
年

〇
二
億
九
千
萬

ス
ウ

ヰ

ス

・ラ

ラ

ン
よ
り
、

一
九

三
〇
年

に
は
二
億

ス
ウ
ヰ

ス

・
フ
ラ

ン
と
な
砂

、

一
九
三

一
年

に

は

一
億

六
千
萬

ス
ウ
ヰ

ス

・
フ
ラ

ン
に
迄
減
退

し
た
の
で
あ

る
。

佛
蘭
西
は

一
九

三

一
年

七
月

、
輸
入
石
炭

に
割
當

制
を
實
施

し
た
る
を
初
め
と

し

て
、
翌
年

七
月
迄

に
實

に

一
千
百
三
十

一
品
目

に
封
し

て
輸
入
割
當

を
行

ふ
に

到

つ
た
。
之

は
、
米
國

の
關
視
引
上

に
封

す
る
直
接
的
報
復
手
段

に
は
非
す

し
て

米

・
佛
貿
易

へ
の

一
大
障
碍

と
な

つ
た
こ
と
は
論
を〆

.



L
＼

へ

、

'

、

三

二

入

の

h
オ

タ
ッ
ワ
協
定
」
(9

雷
ミ
櫛
》
σq
§

臼
き
け)

な
英
帝
國

及
自
治
領

・
植
民
地
と

の
通
商

に
特
恵
待
遇
を
賦

與
す
る
こ
.と

勾
な

り
両
米
國

よ
や

の
輸
入
な
著
翌
べ
縮
滅

す
る
に
到

つ
た
こ
と
は
當
然

で
あ
る
。

こ

の
協

定

の
た
め
、
約
九
千
萬
弗

の
輸
出
貿

易

の

コ

　ゆ

減

退
を
示
魯し
た
と
米
國
商

工
省

は
算
定

し
て
ゐ
る
こ
と

に
…徴
し

て
も
そ

の
影
響
が
如
何

に
甚

大
な
る
か
が
う
か
が
わ
れ

る
。

.'
英
帝
國
ま

た

「
オ
タ
ッ
ワ
協
定
」

の
指
導
國
ど

し

て
協
定

ブ

廿
ッ
ク
外

の
諸

國

に
封

し

て
は
保
護
貿
易
政
策
を
彊
化
す
る
動
向

を
辿

る
こ
乏
憾
當
然

で
あ
り
、
そ

の
結
果

と
し

て
米
國
は

一
九

三
〇
年
度

に
於

て
は
封
英
輸
出
貿
易
申
、
.六
千
九
百
萬
弗

が
關
税

"

(第五 表)米 國 外國 貿 易額t2)

(軍位 百萬弗)

貿 易 尻

 

.
入輸出輸年 次

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

841

782

334

289

225

478

236

33

261

1,134・

859

4,400

3,・61

ゑ,090

1,323

1,450

1,655

2,047

2、4・23

3,084

・1
,960

2,3【8

5,24t

3,843

)
.2、424

1,612

1.675

2,133

2,283

2,456

3,345

3,094

3,iプ7

Ig29

1930

193!

Ig32

1933

1934

1935

1936

1937

1938

1939

引
上

の
打

撃
を
蒙

り
、
進

ん

で

一
九

三
二
年

に
は
、
英
國
市
場

に

販
路

を
有

す
る
米
國
品

の

一
割
乃

至
三
割

が
影
響
を
受
く

る
こ

と

曳
な
り
、
之

は
三
億
七
千
二
百
萬
弗

に
及
ぶ
亘
額

に
達

し
た

塒

の
で
あ

る
。

.

・

.

・
'

"
か
く

し

て
、
米
國

の
貿
易
政
策
は

一
九
二
九
年
直
後

に
於
け

る
關
視

引
上
政
策

に
よ
診
、
當
時

の
世
界
維
濟
動
向

に
逆
行

す

る
の
結

果
を
招
來

し
、
國
内
的

に
は
、
産
業

の
萎

縮
、
從

つ
て

失
業

者
淋
を
増
加

し
、
封
外
的

に
は
世
界
経
濟
不
況

に
加

ふ
る

に
各
國

の
報
復
手
段

に
よ
る
輸
出
貿
易

の
不
振
を
齎
す

こ
と

、

な

つ
た

の
で
あ

る
。
米
國
外
國
貿
易

の
實
相
は
第

五
表

に
よ

つ

一



て
観

取
せ
ら
れ

る
で
あ

ら
う
。

・

第

五
表

に
よ
れ

ば
、
輸
出
入
貿
易

と
も

に

一
九

三
〇
年

以
後

、
互
恵
通
商
協
定
政
策

に
韓
換
前

の

一
九

三
三
年

に
到
る
迄
急
激

に
減

少
し
、
輸
出
は

一
九
三
二
年
最

も
不
振

に
陥

り
、

一
九

二
九
年

の
三
〇

・
七
%

に
過
ぎ
す

、
ま
た
之

に
磨

じ

て
輸
入
も

一
九

三
二
年

は
最
低
額
を

示
し

一
九
二
九
年
め

三
〇
%

と
跡
ふ
滲

め
な
姿
と
な

つ
た
。

一
九
二
九
年

に
八
億

四
千
百
萬
弗

の
出

超
を
見

た
が
、

一
九

三
二
年

に
は
僅

か
に
そ

の
三
四

・
三
%

に
相
當

す
る
二
億

八
千
九

百
萬
弗

の
輸
出

超
過
と
な

つ
た
こ
と
も
蓋

し
當
然

(第六表)農 産物及其他生産物輸出鞭13)

.(軍 位 百萬弗)。

産

出
野

生
繭
匹
藷物糊鞠

農

睾
物
蠣年 ≡欠

1929
噌

1,693 32.8. 3,464 67.27

1930一 1,201 31.8

Ψ

2,580
百

68.2

'I
g31 821 34・5 1,557 65.5

Ig32 662 . 42・0. 9享4 .58.o

Ig33 694 42・2 953
一57 .8

Ig34 733 34・9 1勇367 65.1

Ig35 . 747 33・3

n
l;496 ・66

.7

Ig36 ツ09 29・3 一1
,709

→

'
7d6 .

Ig37 79∫ 24.1 一2り500 75・9

1

も

ア
メ
リ
カ
互
惑
通
商
協
定
政
策
の
研
究

(
木
曾
)

の
結

果

で
あ

ら
う

。

か
く

の
如

き
、
米

國

の
關
税

政
策
韓
換

に
基
因
す

る
ー

尤
も

一
部

は
生
産
費

差
額
上

の
有
利
性

の
縣
移

に
も
よ
る
が
ー
ー

貿
易

の
不
振

、

特

忙
も
輸
出
貿
易

へ
の
影

響
度
を

分
析

し

て
見

る
に
、
一先
づ
農
産
物

及

其
他

の
生
産
物

に
大

別
し

て
そ

の
浩
…長
を
辿

る
と
次

の
如
く

で
あ

る
四

最
低
輸
出
額
を
示
し
た
,一
九

三
二
年

に
於

け
る
農
産
物
輸
出
額

は

一

九

一、一九
年

に
比

し
、
六
割
九
厘

の
減
少
と
な
り
、
其
他

の
生
産
物
も
ま

光
七
割
三
分
七
厘

の
激
減

振
り

で
あ

る
。

一
國

の
輸
出
貿
易
が
そ

の
國

民
経
濟

に
封

し
で
持

つ
重
要
度

測
定

の
有
力

な
る
指

標
の

一
は
、
商
品

の
総
生
産
額

と
そ

の
輸
出
額

と

の
封
比

で
あ
る
が
、
米
國

の
場

合

に

つ

三

二
九

。



.

c
.

三

三

〇

4

い
て
見
る
匹

肇

談

洲
大
懲

竺

割
乃
至

割
六
吻

高
肇

示
し
て
魂

が
、
之
は
異
例
と
見
る
も
、

一
九
二
九
年
の

九

分
八
厘
よ
り

一
九

三
三
年

の
六
分

六
厘

へ
の
顛

落
は
、
そ

の
國̂

民
経
濟

へ
の
影
響

が
頗

る
甚
大

で
あ

る
と
い
ふ
他
面
を
持

つ
も

σ
で
あ
る

こ
ど
を
看
過

し
得
な

い
。
之

を
先

づ
勢
働

の
部
面

に

つ
い
て
見

る

に
、

一
九

二
九
年

の
米
國
失
業
者
数
は
四
十
六
萬
九

千
入

に
し

て
、

一
九

三
〇
年

に
は
三
百
八
十
四
萬
九

千
人
に
激
増
↓
、

一
九

三
三
年

に
於

て
は
實

に

一
千
二
百
七
十
七
萬

三
千
人

愉

の
最
高

記
録
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
之
は
勿
論

、
主

と
し
て
國
内
維
濟
不
況

に
基

く
も

の
で
は
あ
る
が
、
こ
の
不
況
が
國
際
経
濟
乏

.

、

深

い
關
聯

を
持

つ
こ
と
、
從

つ
て
輪
出
貿
易

不
振

が
密
接

に
結
び
付

い
て
ゐ

る
こ
と
は
論

を
侯

た
ぬ
。
更

に
之
を
國

民
所
得
及
生

活
費

の
部
面
よ
り
観
察
す
る

に
、

一
九

二
九
年

の
米
國
螢
働
者

一
人
當

り
平
均

所
得
は
千
四
百

五
十
弗
な
り
し
に
、

一
九

三
二
年

に
は
千
百
六
十
七
弗

に
、
翌
三
三
年

に
は
千
八
十

二
弗

に
低

下
し
、
勢
働
者
生
活
費

は

一
九

二
九
年

ア
○
○
%
に
封

し
、

一
九
三

.

　

の

二
年

八
〇

・
二
%
、

一
九

三
三
年

七
六

・
二
%

に
夫

々
縮

減
し

て
ゐ
る
。
貨
幣
債
値
攣
動

の
修

正
度

を
も
考
慮

に
入
れ

る

べ
き

で

は
あ

る
が
、
勢
働
者

の
個
人
所
得

の
激
減
が
不
可
避
的

に
そ

の
浩
費
経
濟

を
規
制
す

る

こ
と

Σ
な

つ
た
そ

の
度
合

が
充
分

に
う
か

璽
は
れ
、
之

が
直

ち
に
螢
働
者
及

一
般
國
民

の
購
買
力
を
牧
縮

せ
し
め

た
こ
と
は
、
小
費
費

上
高

が

一
九

二
九
年

の
四
百
九

十

一

億

一
千

四
百
萬
弗

よ
り

一
九

三
三
年

の
二
百

五
十
億
三
千
七
百
萬
弗

へ
の
急
降

下
、
即
ち
四
九

・
一
%

の
減

少

の
事
實

に
よ

つ
て

ゆ

も
誰
左

せ
ら
れ
る

で
あ
ら
う
o

・

訥

通
商
貿
易
不
振

が
如
何
な

る
程
度

に
米
國

の
國
民
経
濟

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
か

と
い
ふ
こ
と

の
的
確
な
る
論
誰
は
、
種

々
の
経

濟
的

要
因
を
分
離

し
得
な

い
限
り
、
絶
封
的
意
昧

に
於

て
は
不
可
能

で
あ
る
。
然

し
、
以
上

の
統
計
的
事

實
を
通
し

て

の
考
察

は



相

野
的
的
確
性
を
持
ち
得

る
と
信
す
る
ゆ

'

麿

ア
メ
リ

カ
合
衆

國

の
國
際

通
商
場

裡

に
保

つ
地
位
も
ま

た

一
九

二
九
年

以
來

の
世
界
経
濟
不

況
と
、
之

に
拍
車
を
か
け
た

一
九

三
〇
年

の
關
税
引
上
政
策

に
よ

つ
て
直
接
的
影
響
を
蒙
る

こ
・と

玉
な
り

、
主

要
國
際
輸
出
商
品

の
世
界
輸
出
貿
易

に
占
む
る
パ
ー

セ

ン
テ
イ
ジ
は

一
九

二
九
年

と

一
九

三
二
年

と

の
聞

に
於

て
次
表

に
見

る
如
き
低

下
を

示
し
た

の
で
あ

つ
た
。

(第七表).米 國輸出商品の世界輸

出貿易に於 ける減退率17)

世界輸出額にi蜀する
来 國 輸 出 額i封 比
Ig29年 Ig32年

 

名口「・
ロロ

 

商

12-16%

15-20%

4-・6%

4%

5%

15L25%

18%

蝦
%
砺
砺
鰯
筋
蛎

60-75%

3040%

40-60%

10-12%

Io%

15%

40-60%

30%

78%

13%

Io%

27%

65%

85%

go%

80-go%

豚 肉(罐 詰な除 く)

鰯

皮'

夢

唐

(罐

蜀

'詰)

革

芽

黍

ル

品

黄

品

糾

類

械

一

具

戸

製

材

騰

機

タ

,

製

用

蝕

用

グ

一

ム

遣

鰭

業

ラ

　

ナ

ゴ

硫

鋼

鐵

鐵

農

ト

獲 聲 映 窩 機 械

活動爲眞用 フイルム

一
九

三
〇
年

の

寓
9
乱

昌
あ
日
。
9

關
税
法

に
封
す
る
各

方
面
よ
り

の
攻
撃
非
難
は
必
す

し

も
、
総

て
が
當

れ
り

と
す

る
こ
と
は
出
來
な

い

が
、
第

一
次
激
洲
大
職
後

の
世
界
経
濟
機
構
は

既

に
職
前

の
そ
れ
と
異

る
實
盟
を
具

へ
た
も

の

で
あ
る
と

と
を
認
識

せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
即
ち
験

前

に
あ

つ
て
は

各
貿
易
國

の
通
貨
安
定

が
前
提

條

件
と
し

で
認
め
ら
れ
、

こ
れ

に
よ
り
資
本
主

'
義
禮
制

下

に
於

け
る
生
産
者
は
相
當

の
確
實
性

を

以
て
生
産
費

及
そ

の
利
潤
率
算

定
を
な

し
得

た
も

の
で
あ
か
、
各

國
通
貨

は

一
定

の
爲
替
相
場

に
基
き
自
由

に
交

換
せ
ら
れ
之

が
國
際
経
濟
自
由

競
争

の
基
底
を

な
七
、
更

に

ア
メ
リ
カ
互
恵
逓
商
協
定
・政
策
の
研
究

(
木
曾
)

ト

三
一一=



し

亀;

殉
、
、

:

ナ

三
三
二

關
視
を
措

い
て
は
外

に
商
品
交
通
上

に
何

等
の
量

的
通
商
制
限

が
存
在

せ
す

、
、從

つ
て
貿
易
品

の
債
格

に
影
響
を
及
ぼ
す
は
原
則

と

し
て
關
税

の
み

で
あ
り
、
個
人

の
努
力

拉

に
個
人
企
業

活
動

が
商
品

及
通
貨

の
移
動

を
支
配
決
定
し
た

の
で
あ

つ
た
冷

か

、
る

職
前

の
國
際
経
濟
機
構

が
相

次

い
で
崩
壌

す
る

に
及
び
、
各
國

が

「
傾
向
と
し

て
の
國

民
主
義
」
・
「
要
求

と
し

て
の
國
民
主
義
」
'

乃
至
は

簸

術
と
し
て
の
國
民
主
華

へ
と
進
み
行
く
欝

は
容
易
に
首
肯
せ
ら
で

所
で
秘

之
が
自
給
自
足
経
濟
嚢

の

裏
付

に
よ

つ
て
、
國
際
分
業
原

理

に
基
く
國
際
貿
易
機
構

の
蓮
行
方
洵
を
歪
曲
し
た

の
で
あ

る
。
之

に
加

ふ
る

に
米
國

は
第

一
・次

欧
洲
大
戦

に
よ

つ
て

一
躍
し

て
債
務
國

よ
り
世
界

的
債
椹
國

に
化
す

る

に
及
び
、
か

玉
る
急
激

な
る
攣
化

へ
の
米
國
民

の
精

紳
的

勘

及
杜
會
的
調
節

が
頗

る
不
満
足
な
も

の
で
あ

つ
た

こ
と
は
見
逃

し
得
な

い
事
實

で
あ
り
、
之
が
外
的
攣

化
と
相
侯

つ
て
釜

々
米
國

'

の
経
濟

政
策

の
方
向

を
誤

ら
↓
め
た

の
で
あ

つ
た
。

米
國

の
外
國
貿
易
が
米
國

の
経
濟
繁
榮

上

に
至
大

の
影
響
を
及
ぼ
す
事
實

を
認
め
る
限
り

、

一
九

二
九
年

以
來

の
貿
易
動
向
は

早

く
も
経
濟
政
策
專

門
家

の
間

に
於
て
、
職
後

の
米
國
経
濟

政
策

、
特

に
そ

の
貿
易
政
策
検

討

の
機

運
を
醸
成
す

惹

に
到
り
、
國

際

的
経
濟

の
均
衡
樹

立
及
維

持

の
た
め
、

ヨ
リ
合

理
的
な

る
貿

易
政
策
確

立
が
最
も
緊

要
且
急
務
な
り
と
叫

ば

る

製
に
到

つ
た
。

米

國
貿
易
政
策

の
ヨ
画
高
度

の
自
由
化

が
米
國

の
國

民
経

濟
獲
展

に
要
請

せ
ら
れ
、

こ
の
た
め

に

ヨ
リ
低
傘

、

ヨ
リ
運
用
自

在
な

の

る
關
税
制
度

が
必
須
な
診

と
の
全
面
的
意

見

一
致
が
有
力

に
表

面
化
レ
、

一
九
三
二
年

十
月

に
は
米
國
内
大
學
專
門
學
楓

の
経
濟

學

者
百
八
十
各
が
連
名

に
て
、
關
税
法
改
正
講
願
書
を

フ
ー
ヴ

ァ
大
統
領

に
提
出

し
、
ま

た
全
米
商
業
會
議
所
を
始

め
實
業

界
有

力
者

の
間

に
於

て
も
本
蓮
動

の
蜂
火

が
墾
げ
ら

る

玉
に
到

つ
た
。

こ
の
動
向
は
政
治
部
面

に
も
反
響
を
起
し

、

一
九

三

一
年

六
月



●

下
院
民

圭
窯
議

員

コ
ー

デ

ル

・
ハ
ル
λ
O
。
乙
9

国
島

)
は
貿
易
政
策
途
行

の

一
手
段

と
し

て

「
互
恵
通
商
協

定
」

を

示
唆
し
、
之

が
上
院
議
員

錦

]≦
。囚
・
=
碧

に
よ
り

て
具
盟
化

せ
ら
れ
、

=
9
三
。ギ
ω
ぼ
。
9

關
税
法

の
慶
棄

が
唱
導

せ
ら

る

、
こ
と

浅
な

つ
た

⑳

の

で
あ

る
。

フ
ラ

ン
ク
リ

ン

・
n

・
ル
ー

ズ

ヴ

ェ
ル
ト

及
他

の
民

主
黛

領

袖

は

夙

に

「
互
恵

關

税

政

策

」

(閑
6
良
箕

o
$
一
爵

村
議
の)

の
強
力

な
る
支
持
者

で
あ
り

、

一
九
三
二
年

の
大
統
領
選
學
職

に
於

て
、

ル
ー

ズ
ヴ

ェ
ル
ト
は
民
主
黛

の
政
綱
と
し

て
之
を
掲
げ

国
恥
註
昌
あ
目
。
9

關
税
法
を
縦
横

に
論
難
し

て
、

互
恵
的
關
視
引

下
に
よ
る
外
國
貿
易
振
興

が
最
も
望
ま
し
き
方
策
な
り
と
叫

ん

だ

の
で
あ

つ
た
。
か
く

し

て
輿

論
は
漸

次
喚
起

せ
ら
れ
、
民
主
窯

の
優
勢
走
な

る
に
俘

ひ
互
恵

通
商
協
定
政
策

が
米
國

の
新
貿
易

鋤

政
策

と
し

て
登
場
す

る
臼

の
近
き
を
思
は
し
む
る

に
到

つ
た
。

か
く
し

て
、

一
九
三
二
年

秋

ル
,
8ーズ
ヴ

ェ
ル
ト
は
七
百
萬

票

の
大
差
を

以
て
大
統
領

に
當
選
す

る
に
及
び
、
翌
年

'一
月
關
税
委

員
會

(d
●
◎◎
●
目
碧
崖

O
o
目
邑
。。q・ご
旨
)
に
諸
外
國

と

の
通
商
關
係
調
査
資

料

の
編
成

及
關
税
引

下
交

渉
政
策

に
封

す
る
意
見
上
申
方

を
命
す

る
法
案
を
議
會

に
上
程
通
過

せ
し
む

る
に
到
り
、
こ

」
に
互
恵
通
商
協

定
政
策

へ
の
準
備

工
作

が
具
鎧
化

せ
ら
る

製
段
階

に
達
し
た

の
で
あ
る
Q

.

關
税

委
員
會

は
こ
の
命

令

に
從

ひ
鏡
意
努
力

の
結
果
、
頗

る
豊
富
な

る
資
料
を
蒐
集

し
、
八

ヶ
條

に
亘
る
意

見
を
具

甲
す
る

に

及

ん
だ
。
即
ち
、
そ

の
第

一
、

二
及

三
條
は

「
無
條

件
最

恵
國
約

款
」
(d
仁
8
巳

三
8
9
旨
。
ω
げ-壁
く
。
岩
ら
-冨
け凶曾

。
冨
話
・)
'の
探

鐸

を
勧

め
た
る
も

の
で
あ
り
、
第

四
條
は
大
統
領
が
外
國
と
互
恵
的
關
税
率
引
下
協

定
を

一
定
限
度
内

に
於
て
な
し
得
る
椹
限
を
議

會

に
依

つ
て
賦

與
ぜ
ら
る

べ
き
ζ
ど
渉
第

五
條
は
互
恵
的
關

税
率
引

下

の
技
術
的
運
用
方
法
を
提
案

し
、
淺

る
三
ヶ
條

に
於
て
は

ノ

ア
メ
リ
ヵ
互
惑
通
商
協
定
政
策
の
研
究

(
木
曾
)

'

ミ
ミ
三



三
三
四

鋤

多

邊

的

關

税
協

定

の
可

能

性

に
就

て

宝器

8
B
ヨ
①
巳

し

た

の
で
あ

る
o

、

㌧

.

二

鋤

.」
然
し
當
時

の
薪

國
内
経
濟
政
策
た
る

Z
舅

》

の
運
用
は
關
税

引
下
政
策

と
利
害
衝
突

す
る
部
面
が
存
し
た

る
こ
と
、
並
び
に
封

外
経
濟

政
策

に
比
じ
、
封
内
経
濟
政
策

の
確
立

が

ヨ
リ
重

硯
せ
ら

る

」
事
情

に
あ

つ
た

こ
と
か
ち
、
匠

惑

通
商
協

定
政
策

の
實
現

は
邊
延

せ
し
め
ら
る

玉
こ
と

」
な

つ
た
。
か

か
る
情

勢
下

に
、
七
月

に
到
夢

ア
ル
ゼ

ン
チ

ン

・
ブ

ラ
ジ

ル

・
コ
ロ

ン
ビ

ア

・
ポ

ル

杢
ガ

ル
及

ス
ゥ
土

i
ヂ

ン
の
諸
國

と
互
恵
通
商
協
定
締
結

の
可
能
性

に
つ
い
て
之
等
諸
國

に
駐
在

の
米

國
大
使
と

の
間

に
瀬
踏

的

交
渉

が
行
は
れ
た

が
、
之
等

の
國

々
㌧は
何
れ
も
締
結
希
望

の
旨
を
申
越
し
た
。
そ

の
結
果
、
交
渉

の
進

捗
を
圖

る

の
目
的

に
て
、

H昌
け窪
曾
冨
昌
ヨ
。
暮
斗

》
牙
凶ω。
蔓

翻
σ
9
乙

8

ヵ
8
囲箕
。
9
傍団
目
円$
貯凶8

が
設
置

せ
ら
れ

、

一
九

三
二
年

の
末

近
き
頃
、
議
會

に
於
て

は
政
府

に
封

し
關
税
交
渉
構
限
賦
與

の
意
向

が
漸
次
濃
厚
ど
な

つ
て
來
た

が
、
之

は
民
主
窯

が
國
際
通
商
上

の
障

碍
打
開
策

と
し

て

ぴ
昌
碧
窪
匙
碧
誉

昌
を
そ

の
政
綱

と
し

て
提

唱
し
そ

の
方
向

に
忠
實

に
努
力
し

つ

」
あ
つ
た

こ
と
、

ロ

ン
ド

ン
に
於
け

る
世
界
経

濟
會
議
決
裂

に
よ
る
國
際
通
商
障

碍

の
増
大
動
向

に
封
し

て
米
國

が
之
を
阻

止
す

べ
き
立
場

に
あ
り
た
る
こ
と
及
び
齪
脈
的
國
際

経

濟

の
情
勢

下
に
於

て
、

如
何
な

る
新
態

勢

に
封
し

て
も
速

か
に
且
安
當
な
る
行

政
的
庭
置
を
執

り
得

る
た

め
に
弾
力

性
に
富
む

助

委
任
檬

を
政
府

に
賦

與
す
る

こ
と
が
急

務

で
あ
る
と
い
ふ
三
つ
の
要
素

に
基
く

も

の
で
あ

つ
た
。

翌

一
九

三
四
年

三
月
二
日
、

ル
ー
ズ
ヴ

ェ
ル
ト
大
統
領
は
内
外

の
情
勢
よ

り
時
機

到
來

せ
砂

と
し
て
途

に
年

來

の
懸
案

た
り
し

9

互
恵
通
商
協
定
締
結
椹
限
の
要
請
に
關
す
る
教
書
を
議
會
に
逡

つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
曰
く

「
余
に
議
會
に
封
し
、
外
國
と
通

商
協
定
締
結
の
椹
限
を
行
政
部
に
賦
與
せ
ら
れ
ん
こ
と
を
要
請
す
る
も
の
な
り
、
こ
の
椹
限
行
使
上
に
於
て
は
米
國
の
農
業
及
工



業

の
利
釜
を
齎

し
得

る
如
く
、
現
行
關
税
率

及
輸
入
諸
制
限

の
緩
和
修

正
を
愼

重

に
定

め

ら

れ

た
る
限
度

内

に
於

て
行

ふ
も

の

と
す
。
…
…
現
在

の
如

き
攣
韓
極
り
な
ぎ
時
代

に
於

て
は
、
國
際
通
商
動
向

の
韓
換
が

ヨ
リ
大

規
模

に
、

ヨ
リ
激

し
く
行

は
れ

る

こ
と
は
現
在

の
趨
向

よ
り
観

る
も
明

ら
か
で
あ
る
。

…
…
若

七
米
國
政
府

が
公

正
な

る
検

會
あ
る
度
毎

に
之

に
相
慮
す

る
の
心
構

へ
な
き
と
き
は
、
我
貿
易

は

奪

ひ
去

ら

る

べ
く

、
ま

た
時

に
鷹

じ

て
直

ち

に
他
國

と

の
通
商
條

件
を
攣
改
す

る
用
意

な

け

れ

ば

、
米
國

は
他
國

の
差
別
的
待

遇
よ
り
生
す

る
通
商

上

の
不
利
を
防
止
し

,
米
國
貿
易
業
者

に
不
利
な

る
關
税
を
阻

止
す

る
こ
と

を
得

ざ
る
こ
と

」
な

る

べ
く
、
更

に
ま
た
、
米
國

が
通
商
上
直
ち

に
何
等

か

の
成
果
を
學
げ
得
る
政
策
を

と
り
得
す
と

い
ふ
感
を

　

の　

外

國

に
與

ふ
る

こ

と

は

、
通

商

協

定
交

渉

上

む

し

ろ
妨

害

と
な

る

べ
き

も

の

で
あ

る
」

と
。

こ

の
日

、
本

敏

書

は
直

ち

に
議

會

に

廻

附

せ
ら

れ

」
↓
訂

崔
。
口
。。
。
≦

、ミ
ω
彗

戯

竃

・
巴
ω
O
。
巳
日
窪

①
。
の

。冨

凶§

碧

た

る

即
『

U
。
口
讐

8
昌

は

本

法
案

を

下
院

に
上

助

程
し
た

の
で
あ

る
が
、,
該
法
案
は
次

の
六
要
件
か
ら
成

立

つ
て
ゐ
た
Q

↓

「
現
下

の
経
濟
不
均
衝
是

椛
に
資

す

る
た
め

に
、
米
國
輸
出

品

の
市
場
開

拓

の
目
的

を
以
て
外
國
・
阯
輸
入
を
規
制
す

る
の

(
穫
限
を
大
統
領

に
賦
與
す

る
こ
と
。
」

ヘ
ノ

　

二

「
右

の
目
的

に
從

ひ
、
大
統
領
が
米
國

の
關
税
制
限

が
米
國

の
外
國
貿
易
を
不
當

に
阻

止
し
梗
塞

し
て
ゐ
る

こ
と
叉
は
↑

.(
の
目
的

に
資
す

る

こ

と

を

見

出

し
た

る
と
き
は
、
輸
入
制
限
を
緩

和
叉
は
張
化
す

る
通
商
協
定
締
結
交

渉
を
な
し
得

る
も

の
と

}

す
。
」

,

」

ヨ

「
委
任
橿
限

へ
の
限
界
と
し

て
、
大
統
領
は
現
行
關
税
率

の
五
割
以
上
増
減

な
し
得
す

、

且
無
税
口
叩
と
有
税
品
と

の
間

の

(

ア
メ
リ
カ
互
恵
通
商
協
定
政
策
の
研
究

(木
曾
)

三
三
五



三
三
六

振
替

を
行

ひ
得

ざ
る
も

の
と
す
。
L

ぐ
　

ゆ

ヘ

ド
、四

「
無
條
件
最
恵
國
約
款
は
維
持

せ
ら
る

べ
き
こ
と
。
」

・

M五

「
缶
碧

ξ

あ
B
。
9

關
税
法

の
臨

時
附
帯
關
税
條
項
は
内

外
生
産
費
差
額

均
等
條
項
と
共

に
慶
葉

せ
ら
る

ぺ
き
こ
と
。
」
.

穴六

「
本
通

商
協
定
有
効
期
聞
は
三

ヶ
年

と
し
、
大
統
領

の
通
商
協

定
締
結
交
渉

上

の
構
限

の
期
聞

に
封
す

る
制
限

は
な
き

も

(
の
と
す

。
」

'

.

三
月

二
十
九

日
、
下
院

は
本
案

即
ち

「
互
恵
通
商
協

定
法
案
」
を
通
過

せ
し
め
、
之
を
上
院

に
廻
附

し
た

が
、

↓
冨

岡
ぎ
§
8

0
0
ヨ
ヨ
窪
8

に
よ
つ
て
、
次

の
重

要
な

る

一
項

が
附
加

せ
ら
れ

た

の
で
あ

る
。

即
ち
、「
利
害
腸
係
方

面
を
し

て
大
統
領

叉
は
彼

の

}

委
任
者
に
封
し
意
見
具
申
を
な
さ
し
む
る
目
的
に
て
、
政
府
が
互
患
通
商
協
定
締
結
の
意
圖
あ
る
旨
を
公
示
し
、
更
に
大
統
領
は

鋤

右

通

商
協

定
締

結

前

に
政
府

の
各

關

係

よ
レ
情

報

を
蒐

集

す

べ
き
も

の
と
す

」

と
。

上
院

に
於

け

る
本

法
案

の
討

議

は

久
し

き

に

亘

つ
た

が
、

途

に
六
月

七

日
如

上

の
修

正
を
施

し

て
通

過

し

、

六
月

十

二

日
大

統

領

の
署

名

を

得

て
蝕

に
上

程

以
來

三

ケ
月
絵

を

維

て
法

文

化

す

る

こ
と

曳
は
な

つ
た

の

で
あ

る
。
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壼

'§

α
よ

ρ

国
§

毛

じ
..騎
『

一

,㌦.

、
「

:

.・:

∴

.

.∵

.

困

..ゴ

.

誤

。

≦

。
ま

」と

§

扇

℃
お

ω
o
㌦

匪

も

・
ω
い
轡

}
・
p

,.暫

菩

凶葛

・・

℃
・
曽

。。
-
(
》

景

昌
舞

、
肩

)
・
.
二

.

.
・
.

「.…

三

詩

.
∵

ア
区
リ
カ
互
惑
,短
商
協

定
政
策

の
研
究

(
木

曾
)

・

、

・三
三
出

・

、



コ

.

三
三
八

燭

山
掴
雄
三
隔
「國
際
経
濟

と
國
戻
主
義
」
(
國
際
経
濟
研
究
第

一
巻
第
五
號
)。

糊
.ヨ

;

葺

ー

昂

-

、

伽

国
。
昌
肖二

↓
㊤
ω。
?

田

夕

拶

。

男
⑦
。
凶℃
3
。巴

日
邑

題

。
ξ

。
コ

ぽ

¢
・
一蕊

望
番

嬰

ω
葺
畠

ぼ

ぎ

島
。

窪

§

℃
ξ

℃

¢
昌
言

Nω曙

。
亀

の
旨
眉
①導

鋤
督
一・⊃

幣
H
。
・。・口・
箏

　
繭
ー

同↑

.

・

鋤

戸

旨

日
。
・8
む

芦

㌘

ぎ

,

圃
ヨ

夏

σξ

ヱ

・

紹

旨

8

月
§

鉱

ぼ
2

署

・
お
ー

・
ρ

,

埼

冒
h寮

に
於
て
は
・
石
油
・
ア
ζ

↓

性
飲
興

森

に
は

ρ§

制
馨

課
し
馨

如
き
そ
の

一
例
で
あ
る
・

矧

ξ

藝

ξ

お

㍉

.

晒

昌

旨

日
・
§

二

三
2

書

℃
窪
⇔
ダ

や
や

馨

」

い
。
・
・

刎

崔

s

↓
帥
§

葛

M2

写

`
u
γ

甲

馬

剛
ヨ

翌

多

や
撃

お

い
。。
愉

ボ

も

二
、
互
悪
通
商
協
定
法
の
本
質
と
そ
の
適
用

第

一
次
歌
洲
大
職
後
よ
り

一
九
三
四
年
の

「
互
恵
通
商
協
定
法
」
制
定
に
到
る
迄
の
米
國
の
關
税
政
策
は
自
主
的

・
軍

一
關
税

,

勤

を
そ
の
本
質
と
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
之
等
の
關
税
率
な

叫
九
ニ
ニ
年
及

一
九
三
〇
年
の
關
税
法
κ
よ
つ
て
關
税
委
員
會
が
内
外

生
産
差
額
均
等
北
公
式
に
基
く
僅
少
の
修
正
以
外
は
鑑
く
議
會
の
協
賛
に
侯
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
併
し
關
視
委
員
會
の



調
査

雀
依
わ
ば
、

一
九

三
四
年
七
凋

一
日
現
在

に
於

て
行

政
部

に
關
視
改
定
橿
限
を
賦
與

せ
る
は
二
+
七

ケ
國

の
多
き

に
達
し
た

ゐ
歌
況
.な

る
を
以

て
、
軍

一
關

税

に
'し

て
且
最

恵
國
約

款

に
基
き
而
も
關
視
改

定

に
議
會

の
協
賛
を

要
す

る
米
國

の
關
税
制
度
ほ

諸

外
圃
と
著
↓
く
異
り
、
4從

つ
て
大
職
後

の
國
捺

経
濟
動
向

に
封
塵
し
得

零
り
し
事
情

は
既

に
詳
読
し
た
所

で
あ
る
。

か

玉
る
情

勢

下
に
於

て
一
米
國
は

一
九

二
三
年

に
到

つ
て
久
し
き

忽
亘
り

て
踏
襲

せ
ゐ

コ
條
件
付
最

悪
國
約
款
L
(o
。
巳
三
。
轟
一
ヨ
8
け-壁
く
。
〒

鋤

.
山
、昌
9号

謂
。一9。
=
。。
。)
よ
り
脱
却
し

て

「
無
條
件
最
恵
國
約
款
」

主
義

へ
乏
移
行

せ
ざ
る
を
得
す

、
そ

の
結
果
十
年
後

の
」
九

三
三

年

四
月

一
日
現
在

に
は
十
四
ヶ
國

と

「
條
件
付
最
恵
國
約
款
」

に
基
き
、
二
十
九

ヶ
國

と

「
無
條
件
最
恵

國
約
款
」
を
基
調
と
す

る
諜

約
乃
至
は
協
定
遂
締
結
す

渇
迄

舵
到

つ
た

の
で
泌

つ
た
つ

米
國

の
無
條
件
最
恵
國
約
款
主
義

が
薪

通
商

政
策

の
根
幹
と
し

て

登
場
し
あ

る
と
き
.
世
堺
に
璽

塵

元

年
以
來
新
し
き
貿
易
統
制
方
法
i

割
當
制
、
清
算
及
求
償
協
定
、
輸
入
許
可
製

が
現
出
す
る
に
及
ん
で
米
國
の
輸
出
業
者
は
漸
次

ハ
ン
ヂ
♂
キ
ヤ
ッ
プ
を
憾
す
る
に
到
り
、
蝕
に
再
び
繋
務
的
貿
易
尻
調
整
及
條

件
付
最
恵
國
約
款
に
基
く
特
恵
的
關
税
協
定
交
渉
を
以
て
最
も
現
實
に
即
し
た
る
通
商
政
策
潅
り
と
す
る
強
力
な
る
提
唱
者
す
ら
.

鋤

出

づ

る
ζ
と

A
は
な

つ
た

の
で
あ

る
。

-か

玉
る
情
勢
裡

に
、
一
九

三
四
年

六
月
途

に

「
五
恵
通
商
協
定
法
」
(目
冨

男
8
冒

8
巴

円
騒
自
①
》
σΩ
愚
§

窪
房

》
ε

が

}
九

三

〇
年

制
定
關
視
法

の
第

三
部

に

「
外
國
貿
易
振
興
」
(男
8
ヨ
。
侍ざ
昌
9

国
9
9
σq
昌
目
届
号
)
の
名

の
下
に
追
加
制
定

せ
ら

る

、
に
到

の

つ
た

の
で
あ
る
が
、
そ

の
制
定
目
的
を
観

る
に
次

の
如
《

で
あ

窃
。
即
ち
e

.「
本

怯

の
目
的
と
す

る
所
は
、
北
米
合
衆
國
握

品

の
外
國
販
路
を
彊
張
す

る
に
あ

つ
て
、
(
之
は
現
時

の
非
常
時
局
下

に
於

て
米
國

の

ア
メ
リ
カ
互
惑
通
商
協
定
政
策
の
研
究

(・木
曾
)

三
三
九
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〃

畿

三

駕

○

　

民

の
生
活
程
度

の
同
復

、
國
内
央
業

問
題
及
現
下

の
輕

濟
不
況

の
克
服
打
開
、
米
域
民

の
購
買
力
増
進

、
e
米
國

の
農
業

、p
工
業

、

鑛
業

及
商
業

の
各
種
部
門
相

互
間

に
更

に
良

好
な
る
關
係
を
樹
立
、
維
持

せ
し
む

る
上

の
助
成
手
段

と
し

て
悼、
あ

る
)
之

は
合

衆

國

へ
の
外
國
品

の
輸
入
を
米
國

の
各
種
生
産
部
門

の
特

質
及
必
要

に
慮

じ

て
規
整

し
、
か
く
し

て
米
國

の
か

玉
る
生
産
各
種
部
門

に
樹
し

て
外
國
販
路
が
供

せ
ら

る

玉
に
到

る
べ
く

、
し
か
も

こ
れ

は
か

玉
る
生
産
各
種
部
門

が
求

め
且
嚢
展

せ
し
む

る

こ
亡
を
得

る
外
國

の
販
路
と
同
等

の
販

路
を
米
國
内

に
於

て
外
國
品

に
供
與
す

る

こ
と

に
よ

つ
て
可
能

と
な

る
も

の
で
あ
る
L

と
。

ま

然

ら
ば
、
本
法

は
如
何

な
る
特
異

性
を
有
し

て
ゐ
る
で
あ
ら
う
か
。
先
づ
吾
人

の
直
ち

に
観
取
も
得

る

こ
と
は
、
本

法
制

定

の
p

経
濟

的
根
擦

は
米
國

々
民
経
濟

の
繁
榮

に
と

つ
て
、
そ
の
外
國
貿

易
は
不
可
分
關
係

に
あ
ゐ

と

い
ふ
原
則
を
是
認

し
た
所

に
存
す

る
と

あ
ふ
こ
と

で
あ

ゐ
。
過
去

に
於

て
米
國

の
外
國
貿
易

が
そ

の
國

民
維
濟

に
持

つ
意
義

に
就

て
論
議

せ
ら
れ
た

こ
と
は
屡

々
見

る
所

で
あ
り
、
商

口㎜
生
産
額

乏
そ

の
輸
出
額

と

の
封
比

が
近
年

七
分
前
後
な

乃
を

以
て
、
往
年

の

}
割

六
分

の
如
き
比
率

と
封
照

し

て
そ

の
経
濟
的
意
義
少
し
と
断
す

る
者
も
な
し

と
は
し
な

い
が
、
合
衆
國

の
生
産

及
輸
出
額

の
相
封
的
増
減
關
係
を
も
併

せ
て

考
慮
を

要
す

べ
く
、
ま
た

生
産

の
最
終
過
程
定

於
け

る
比
較
的
少
額

の
生
産
パ
ー

セ
ン
テ
ィ
ジ
が
企
業
利
潤

に
大

な
る
重

要
性
を

持

つ
こ
と
h

從

つ
て
之

が
生
産
費

の
低
減

を
齎
す

こ
と
、
か
く

し

て
僅

か

に

一
割
前
後

の
輸
出

パ
ー

セ

ン
テ
ヨ

ジ
乏
錐
も
勢
働
、

鋤

投
資

利
潤

及
債
格

に
勘

か
ら
ざ
る
貢
献
を
な
す
志

の
な
り
と
論
断
す

る
根
擦
億
必
す

し
も
却
け
難
し

乏
考

へ
ら
れ
る
噂

し
か
も
、

次

κ
掲
ぐ

る
如
き
主

要
輸
潤
品

の
生
産
額
と

そ

の
輸
出

額
と

の
比
率

は
頗

る
重
覗
す

べ
き
も

の
が
あ

る
が
、
そ

の
輸
出
貿
易
を
背

景

と
す

ゐ
経
濟

、
勢
働

、
投
資

一
國

民
購
買
力
等
を
考
慮

に
入

る

玉
と
き

一
入
序
上

の
論
擦
が
重
き
を
な
す

べ
き

で
あ

ら
う
。

ヒ

b



(第八表ゲ 米嗣主要輸出品債額 と生産額 との上ヒ率・・)

輸 出 額 の 生 産 額 にi野 す ろ 比 率 ・

Ig23年Ig29年 ・Ig33年Ig37年

36.1%

43.7%

3.3%.

44.9%

2,2%

15.7%

2&8%

36二1%

2T・7%

49.6%?

27.8%

32.7%

13.3%

Io.6%

Io.1%

26.7%

39.2%

65.6%

4.1%

45.o%

6.6%

&7%

26.1%

39.1%

20.8%

54.5%

31.9%

4王ρ%

II.2%

29.8%

7.3%

3α2%

41.2%

54.8%

2.6%

41.o%

Io.3%

12.2%

53・5%

46.o%

22.8%

60.8%

35.1%

36.2%

13.3%

25.1%

129%

II.6%

36.2%

4&7%

2.3%

49.8%

15.8%

Ig.4%

39.8%

24.1%

1&8%

63.o%

29.2%

41.6%

12.7%

16.5%

3.8%

3.3%

・
草

花

油

石

品

詰

詰

果

詰

ド

黄

銅

械

械

車

品

名

・
・

'

罐

.
機

機

,

齢

煙

灰

製

罐

罐

用

用

働

及

品

一

.

.

7

.
'

,

物

、

藁

業

-

徽

 葉

棉

石

燐

肉

鮭

鯉

乾

果

松

貌

精

工

農

自

飛

ア
メ
リ
カ
互
惑
通
商
協
定
政
策
の
研
究

(
木
曾
)

第

二

の
特

異

性
と
し
て
學
げ
得

る
こ
と
は
、

鷲
外
國
貿
易

ど
米
國

の
國

民
経
濟

と

の
不

可
分
的

關
係

是
認

の
結

果
と
し

て
、

こ

玉
に
始

め
て
輸

出

貿
易
と
輸
入
貿
易

と

の
根
本
的
蓮
鎖
を
認

め

、
る

に
到

つ
た

と
云
ふ

こ
と

で
あ

る
。

こ
の
關
聯

は
過
去

に
於

て
は
曙
獣
裡

に
無
覗

せ
ら
れ

て
ゐ

た
も

の
で
あ
る
が
、
米
國
品

の
海
外
販
路
擾
張

の
た

め

に
は
外
國
品
輸
入
を

ヨ
リ
自
宙

に
す

る

,の
必
要

が
認
め
ら
れ
、

こ
れ
が
法
丈
化

し
て
こ

玉
に
米
國

の
新

通
商

政
策

の

一
根
幹
を
な
す

こ

と

玉
な

つ
た

の
で
あ

る
。
尤
も
、
外
國

の
米
國

.
・品

に
野

す

る
差
別
的
待
遇

に
よ

つ
て
薪
通
商

政

策

の
目
的
達
成
を
阻

止
す

る
こ
走
を
防
が
ん
が

た
め

に
、
關
税

平
等
原
則

は
最

も
愼

重

に
本
法

申

に
織
込
ま
れ

、
從

つ
て

一
九

二
三
年
以
來

米

三
四
一
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、

.

甲

三

四

一
姻一

國

が
課
揮

ぜ
る

「
無
諜
件
最
恵

國
約
款
」
主

義
が

こ
の
互
恵
通
商
協
髭

法

に
頗

る
適
切

且
有
効
な

る
形

に
於

て
含
蓄

せ
ら
れ

て
ゐ

る

の
で
あ

る
。
米
國
ロ開
に
饗

す
る
外
國

の
差
別
納

待
遇
は
、

一・九

二
二
年

制
定

肉
9
音
.同
、崔
。
O
広
已
冨
厭

關
税
法

の
第

三
百
十

七
款

に
定
む
る
關

税
委
員
會

の
か

玉
る
差
別
的
待

遇

の
事

實
調
査
及
大
統
領

へ
の
意
見
具
申

義
務

に
關

す
る
條
項
及

一
九

三
〇
年

缶
9。
乱
。ギ
◎。
ヨ
。
9

關
視

法
第

三
十
八
款

に
規
定

せ
ら

る

玉
米
國

品

の
差
別
待
遇
國

に
樹

す
る
大
統
領

の
報
復
的
行
政
手
段
即
ち
輸

入
税

の
賦

課
、
輸
入
禁

止
レ
ー

に
關
ナ

る
條
項

は
依
然
と

し

て
存
績

す
る
も

の
に
し

て
、

こ
の
意
味

に
於

て

「
無
條
件
最
恵
國
約

漱
」
妻

箆

の
鶏

に
於
て
畠

的
調
節
が
加
へ
ち
れ
毒

る
と
い
へ
や
う
。
彗

.
す
れ
ば
産

彊

商
協
定
法
籍

互
の
輸

入
視
尉

下
譲
歩

に
よ
り
米
國
品

の
海
外
販
路
擾

張

の

一
武
器

た
る
と
共

に
、
米
國
品

の
不
當

腿
迫

國

に
封

す
る
報
復
的
武
器
た
る

他

面
を
も
兼

ね
備

へ
る
も

の
で
あ
り
、
こ

の
二
面
性
を
背
景

と
し

て
外
國

品

の
或
限
度
内

に
於
け
る
輸

入
助
長
を
圖
り
、
同
時

に

米
國
品

の
海
外
進
出
を
促

進

せ
し
め
ん
と
す
る
も

の
で
あ

る
。

'

魔

三
の
讐

は
傳
統
的
軍

百

王
關
視
製

の
墓

覧

出
し
得
や
う
。
互
霧

薩

定
政
箆

於
て
は
、

一
般
的
、
簸

税

率
制
度

か
創
設

せ
ら
れ

、
米
國
大
統
領
は

「
無
條

件
最
恵
國
約
款
」

を
基
調

と
し

て
墜
務
的
交

渉

に
よ
り
多
邊
的
關
視
修

正
交

渉

を

な
し
得

る
椹
限
を
有
し
、
し
が
も
關
税
率
改
定

は
國
際
通
商
協

定

の
形
式

を
通
し

て

の
み

な

さ

る

、
こ
と

玉
な

つ
た

の
で
あ

ゐ
。

「

「

・

.

あ

・
最
後

の
特
巽
性
と
七

て
は
、
本
法

に
基
く
通
滴
協
定
締
結
は
土
下
爾
…幌
の
協
賛

を
必
要
と
.せ
・ざ

る

こ

と

を

學
げ

ね
ば
な
ら
な

い
。
抑

々
ア
メ
リ

カ
合
衆
國
憲
法

の
定
む

る
所

に
依
れ
ば
、
大
統
領
は
上
院

の
渤
告
及
協
賛

に
よ
り
條

約
締
結

の
樫

限
を
代
行

す



る
こ
と
を
得

る
も

の
で
あ
軌
、
か
ズ
七

て
締
結

せ
ら
れ
た
る
條
約

は
憲
法

と
共

に

ア

メ

リ

カ
合
衆
國

の
最
高
法

(}
。
倒
ξ
器
目
σ

智
婁
)
で
あ
る
。
然

ら
ば
か

玉
る

ア
メ
リ

ヵ
合

衆
國

に
と

つ
て
無

上
法

の

一
た
る
條

約
締
結
構
限
を
議

會

が
何

が
故
に
大
統
領

に
賦

曙

鋤

與
し
た
か
が

一
慮
吟
昧

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
」
法

理
論

は
別
と
し

て
も
、
か
く

の
如
き
大
統
領

へ
の
劃
期
的
禮

限
賦
與

は
、
互

恵
通
商
協
定
締
結

の
絵
り
に
も
滲
め
な
過
去
の
歴
史
的
事
實
i

即
ち

一
九
三
三
年
迄
に
二
十

一
の
互
恵
通
商
協
定
締
結
交
渉
が

な
さ
れ
た
る
に
も
拘

ら
す
僅

か

に
三
協

定

の
成
立
を
見

売
る
に
過
ぎ
す
、

し
が
も
十
六
案

は
上
院

に
於

て
却

下

せ
ら
れ
た
の
で
あ

鋤

る

が
ー

に
よ

つ

て
政

策

的

立
場

よ
り

充

分

に
論

明
付

け

ら

る

玉
で
あ

ら
う

。

.

"
、

斯

る
互
恵
通
商
協

定
締
結
椹
限

の
大
統
領

へ
の
委
任

そ
れ
自
罷

が
米
國
通
商
史
上

に
類

を
見
ざ

る
も

の
た
る
と
同
時

に
、
之
は

米
國
關
視
行
政
機

構

の
未
曾
有

の
攣
革
を
要
請

し
た
こ
と
は
蓋
し
當
然

と
い
ふ
べ
避

で
あ
ら
う
。
何

と
な
れ
ば
、
互
恵
通
商
協

定

政
策

の
成
否

は
實

に
こ
の
關
税
行
政
機
構

の
整
備
活
動

に
侯

つ
と
云
ふ
も
過
言

で
は
な

い
か
ら

で
あ
る
。

こ

の
立
場

よ
り
』

大
統

領

は
行
政
機
構

の
組
織

及
機
能

の
二
方
面

よ
り
考
究

し
、
組
織

は
大
統
領
を
首
班

と
し
之

に
國
務
卿
を
直
馬

せ
し
め
、
國
務
次
官

は
國
務
卿

に
直
屡
す
る

こ
と

玉
し
、
互
恵
通
商
協

定
締
結
交

渉

の
重
任

を
主

と
し

て
國

務
卿

の
所
管

に
麟

せ
し
め
た

の
で
あ

る
9

國

務
次
官
は
通
商
協

定
法
運
用

の
行

政
部
門

の
統
轄

を
な
し

つ
、
、
國
務
卿
を
補

佐
す
る

の
任

に
當

る
も

の
に
し

て
、
第
九
表

は

此
等

の
關
聯
を
明
ら
か

に
圖
示
し

た
も

の
で
あ
る
が
、
こ

の
行

政
機
構

の
特
異

性
は
關
係
各
省

・
局

.・
部
聞

の
傳
統
的
摩
擦
を
最

少
限
度

に
縮
減

せ
し

め
る
仕
方

に
於

て
、
.省

内
蓮
繋

と
國

務
省
直
轄
關
係

と

の
融
合
聯
關

に
重
黙
を
置

い
た
所

に
存
す
る
。

.
～

の

或

る
特

定
國

と

の
互
恵
通
商
協

定
締
結
交
渉

は

一
定

の
方
式

に
よ
る
も

の
で
は
な
く
、
各
場
合

に
よ
か
種

々
の
型
を
示
す
も

a

ナ

メ
リ
カ
互
惑
通
商
協
定
政
策
の
研
究

(
木
曾
)

.
三
四
三
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を
探
揮
す
る
に
及
ん
で
相
手
國
政
府
と
の
間
に
愈

々
正
式
に
豫
備
的
倉
談
が
行
は
る
蕊
段
階
に
入
る
の
が
正
道
で
は
あ
る
が
(

め
楷
梯
に
達
せ
ざ
る
以
前
に
非
公
式
會
談
乃
至
は
打
診
が
米
國
叉
は
相
手
國
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
よ
つ
て
行
は
れ
る
a
が
む
し

ろ
普
通
で
あ
る
。
こ
の
會
談
の
中
に
互
憲
通
商
協
定
締
結
の
可
能
性
が
充
分
槍
討
せ
ら
れ
る
が
、
そ
の
最
も
重
要
な
る
決
.定
要
素

9
三
四
四

で
あ

る
が
」

一
國

と
の
互
恵
通
商
協

定

を
本
格
的

に
考
慮
す

る
に
先

立

つ
て
、

該
國

と
の
現
存
貿

易
關
係
を
基
礎

と
し

そ

果

し

て
該
國

と
互
恵
通
商
協

定

が
圓

滑

に
締
結

さ
る

玉
と
信
す

べ
き
理
由
あ

る
や
が
企
劃

委
員
會

に
よ
つ
、て
豫

備
的

r
研
究
資
料

に
基
き
槍
討

せ
ら
れ
≦

そ

の

可
能
性
あ
り

と
認

め
ち
れ

る
と
き
は
該

委
員
會

は
こ

の
旨
を
通
商
協

定
條
約
委

員
會

に
具
申
し

以

て
該
國

を
「
實
行
表
」

$
9
等
。
房

骨)
に
加
入
方
を
勧
奨
す
る

の

で
あ
る
。
通
商
協

定
條
約
委
員
會

が
之ζ



は
湘
乎
國
の
通
商
政
策
が
如
何
な
る
程
度
迄
米
國
の
五
恵
通
商
協
定
政
策
に
一
致
す
る
や
と
い
ふ
瓢
に
存
す
る
。
こ
の
申
核
過
程

を
側
滑
に
通
ち
に
及
ん
で
始
め
て
蝕
に
國
務
省
直
轄
の
通
商
條
約
課
が
登
場
し
て
之
が
國
別
委
員
に
命
じ
て
、
互
恵
通
商
協
定
締

結
に
必
要
な
る
量
駒
及
質
的
調
査
を
な
さ
し
む
る
の
ス
テ
イ
ヂ
に
達
す
る
。
國
別
委
員

は
右
の
如
き
頗
る
緊
要
な
る
調
査
機
關
で

あ
る
が
、
そ
の
調
査
内
容
ば
先
づ
相
手
國
と
合
衆
國
と
の
通
商
關
係

一
般
に
始
ま
り
、
更
に
爾
國
聞
に
貿
易
せ
ら
る
玉
各
商
品
の

鋤

.

詳
細

な
る
内
容
検
討

忙
及

ぶ
。
即
ち
輸
入
貿
易

の
立
場

よ
り

は
次

の
諸

問
題

が
考
究

せ
ら

る

製
。

ザ

・

∵
け

の

、
瀾
税
引
下
の
可
能
性
あ
診
乏

考

へ
ち

る

玉
輸
入
商
品

に
關
係

を
有
す

る
重
要
な

る
各
産
業

の
專

門
的
内
容

の
明
細

汲
最

近

の
之

等
産
業

の
業

態
経

過
を
価
そ

の
雇
傭
人
員

、
支
佛
賃
銀
額
、
投
資

額
及
利
潤
等

の
立
場

よ
り
分
析
す
る
こ
と
。

ゴ
.

各
輸
入

品
の
内
國
生
産

に
封

す
る
最
近

の
動
向
。

:

レ

、
.
、

r

〒「

.

∵

M三

内

國
産

品
に
し

て
輸
入
品
乏
類
、似
性
を
有

す
る
も

の
」
競
孚

の
動
向

及
現
歌
。

.
M

.

吻
四

合
衆
國

の
最

近

の
關

税
上

の
待
遇
歌
況
。

、

、

`

(

・

濁

最
高
牽
五
割

の
關
税
増
減

に
よ
つ
て
受
く

る
合
衆
國
生
産
業

者

の
利
害

程
度
。

只

'

ー

ド
六

輸
入
税

率
引

下
に
よ
サ
内
國
消
費
者

の
受
く

る
で
あ

ら
う

と
考

へ
ら
る

亙
利
釜
程
度
。

駅

合
衆
國
の
無
條
件
慧

國
約
整

義
肇

2

般
化
讐

る
關
視
引
下
の
た
め
に
・
最

も
綴

を
受
ぐ
る
髪

へ
ら
で

(
第

三
國

に
關

す
る
調
査
。

他
方

、
'輸
出
貿
易

の
立
場

よ

り

は
左

の
如
き
諸

部
面
が
分
析
検
討

せ
ら
れ

る
。

ア
メ
リ
カ
互
真
…通
商
協
定
政
策
の
研
究

(
木
曾
)

三
四
五



、

、
肌

.

.
:

三

四

六

・
↓

い米
國
品

の
海
外

に
於
け
る
販
費

に
封

す
る
外
國

の
關
視

に
よ
る
阻
害
程
度

、
從

つ

て
現
在

の
關

税
待

遇
は
果
し

て
満

足
な

(
り
や

の
、問
題
。
'

、

、

コ

若

し
外
國

の
現
行

輸
入
關
税
率
が
不
満
足
な

る
と
き
は
」
そ

の
引
下
が
求
め
ら
る

べ
き
や
。
然

り
と
す
れ

ば
、
そ

の
程
度

(
如
何
。
米
國

の
輸
出
貿
易

を
過
度

犀
阻

止
制
約

す
る
も

の
で
な

い
と
す
れ

ば
、
.、現
行
關
視
率

を
据
置

と
す

べ
き

や
。

、
ヨ

次

に
關
税

以
外

の
通
商
阻
害
手

段
た
る
輸
出
入
割
當

.
清

算

及
求
償
協

定
及
爲
替
管
理

の
槍
討
。
之
等
手
段

が
米
國

の
輸

(
出
貿
易
を

特

に
制
約
す
る
乏
き

は
如
何

な

る
譲
歩

を
相
手
國

に
申
出
つ
る

べ
き
や
。
之

等
制
限

の
除
去

又
は
縮
減

、
割
當

の
増
加
、

一
或
は
最
恵

國
約
款
主
義
待
遇

等

の
方
法

に
ょ
る
か

の
考
究
。

四

合
衆
國

以
外

の
輪
入
國

に
封
す
る
相
手
國

の
條
約

に
よ
る
義
務
員
憺
限

界
、
從

つ

て
相

手
國

が
米
國

に
關
視
引
下

の
譲
歩

(
を
な
し

差
る
時

に
於
け
る
第

三
國

と

の
條
約

に
封
す

る
そ

の
影
響
。

以
上
輸
出

入
爾
部
面

に
於

け
る
諸

問
題
考
究

は
實

に
多
大
な

る
時
間
と
勢

力

と
の
所
産

た
る
統

計
的
榮
作

の
形
を
以

て
具
現

せ

ら

る

」
の
で
あ
る
が
、
"こ

の
貴

重
な
る
調
査
資

料
に
基
き

互
恵
通
商
、…協
定
締
結

の
可
能
性
槍
討

の
礎

石
が
据

え

ら

れ

る

の

で

あ

る
o

.

.

然

ら
ば
こ

の
地
盤

の
上

に
如
何
な

る
條

件
が
充
さ
る

曳
と
き
互
恵
通

商
協
定
締
結

に
導
か

る

」
で
あ
ら
う
か
。
之

に
は
三

つ
,の

不
可
訣
條
件

が
存
す
る
。

・

、

}
第

一
は
、
關
税
改
定
交
渉

の
た
め
に
充
分
な

る
分
野
が
存
在

す
る
こ
と
之

で
あ
る
。

こ

の
分
野
存
在
は
相
手
國

が

一
種
叉
は
数



、

種

の
商

品
に
於
そ

米
國

に
蜀

す
る
重
要
且
主
要
な
る
輸
出
國

な
る
と
き

に
於

て
認

め
ら
る

玉
も
の

で
あ
り
、
し
か
も
之
等
は
何
れ

も
有
税

品
た
る
を
要
す
る
。

即
ち

「
主
要
供
給

國
原

則
」
(蜀
臥
ロ
9
冨
。

o
h
O
窪
臥

ω
ξ

眉
冨
H)
と

い
ふ
技
術
的
原
則

の
適
用
を
受
く

べ
き
國

た
る
の
資
格
が
要
請

さ
れ

る

の
で
あ
る
。

・
`

」
,
第

二
は
、
・相

手
國

に
於

て
米
國

品

の
販
路
擾
張

の
潜

在
的

可
能
性
が
充
分
存
在

す
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

即
ち
、
米
國
品

に
封

す

へ

る
販
路

が
制
限

せ
ら
れ
た
る
も

の
・で
あ
り

、
叉
は
米
國
品

が
相
手
國
市
場

に
於

て
販
路
鑛
張
上
既

に
最
大

限
界

に
到
達
し
た
砂

と

推
断

ぜ
ら
る

」
充
分

な
る
根
擦
あ
る
場
合

に
於

て
は
、
敢

て
互
恵
通
商
協
定
締
結
…の
必
要
を
認

め
ざ

る
も

の
で
あ
る
。

ゴ
第

三
に
、
相

互

に
、

ヨ
リ
緩
和

せ
ら
れ
た

る
關
視
率

に
基

き
通
商
關
係
を
樹

立

せ
ん
と
す

る
意

圖
の
存

在
を
要

す
る
ゆ
之

は
既

に
述

べ
た
る
如
く
、
、
互
恵
通
商
協

定
締
結

可
能
性
決
定

の
最

も
重
要
な
る
要
素

た
る

べ
き

も

の
で
あ

る
。
換
言

す
れ

ば
、
相

手
國

の
通
商
政
策

が
如
何
な
る
限
度

に
於

て
米
國

の
互
恵
通
商
協
定
政
策

を
是

認
す

る
や
と

い
ふ

こ
と

で
あ
る
。

,
か

玉
る
必

須
條
件

の
適
合

せ
ら
る

」
に
及
ん
で
、
相
手
國

と
の
互
恵
通
商
協

定
締
結

の
意

圖
が
締
結

三
十
日
前

に
公
式

に
嚢
表

せ

ち
れ
、

こ
の
協

定
締
結

に
よ
り
影
響

を
受
く

べ
き
利
害
關
係
者

は
文
書

を
以

て
或

は
場
合

に
よ
レ

ロ
頭

に
て
必
要
な

る
意
見
具

申

の
機
會
を
與

へ
ら

る

瓦
の
で
あ

る
。

こ

の
意
見
具
申

の
過

程

に
於

て
は
二

つ
の
利
害
關
係

グ

ル
レ

プ
が
見
出

さ
れ

る
。

一
は
輸

入
晶
を
防
遇
し
で
自
己

の
既
存
利

釜
を
擁
護

せ
ん
と
努
む

る
傳
統
的

地
方
生
産
者

で
あ
り

、
他

は
之

に
封
立
す

る
し
か
も
始
め

て

現
は
れ
た
る
力
強
き
叫
び
ー

海
外
に
於
け
る
通
商
障
碍
の
緩
和
除
去
乃
至
は
國
際
通
商
の
同
復
q

の
主
唱
者
た
る
輸
出
業
者
・

で

あ

る
。

こ

の
封

立

は

互

に
容

易

に
溶

け
難

き

も

の
で
あ

ら

う
。

何

と
な

れ

ば

、
前

者

の
利
害

と
後

者

の
そ
れ

と

の

一
致

は
蓋

し

ア
メ
リ
カ
互
惑

通
商
協
定
政
策
の
研
究

(
木
曾
)

'

三
四
七

ノ

。

ゆ



三
四
八

不

可
能

で
あ

る
か
ち

で
あ
る
。
㌔

、
'

r

ゴ

・

㌧

`

'

,・

「

!

』

'

』、
}

以
上

、
互
恵
通
商
協

定
法

の
本
質

と
そ

の
行
政
的
蓮
用
技

術
に
就

て
考
察

を
加

へ
た

の
で
あ

る
が
、

一
八

一
六
年
制
定
關
視
法

・

に
於

て
は
僅
か

に
四
頁
牛

に
過

轡
な
か

つ
た
關
税
表

は
今

や
二
百
頁

に
迄
損
大

せ
ら
れ
、
關
税
改
定
技

術
は
愈

々
複
雑
困
難
と
な

り

、
從

つ
て
上
不
爾
院
が
傳
統
的
關
税

改
定

に
参

與
す

る
之
と
は
技
術
的

に
頗

る
困
難
を
伴
ふ

に
倒

つ
た

の
で
あ

る
。
殊

に
も

7

九

二
九

年
以
來
國
際
経
濟

の
攣
韓
頗

る
著

し
き
に
於

て
然
り

で
あ

る
。
し
か
も
、
過
去

に
於

け
る
米
國
關
税
改
定

の
歴
史

は

「
政

鋤

治

と
墜

力
と
關

視
」

の
三
巴

の
闘
争
を
以

て
塗
り

り
.ぶ
さ
れ

た
か

の
観

さ

へ
與

へ
ら
れ

る
。

そ

の
是

正
封
策

は
絶

え
ざ
る
努

力

に

・よ

つ
て
な
さ
れ

つ
ム
ゐ
途

に
効
を
奏
し
得
な
か

つ
た
が
、

一
九
三
四
年

の
互
恵
通
商
協

定
法

は
米
國
通
商
政
策
史

上

に
於

て
始

め

て
、

一'部
特
殊
利
害
關
係
者

に
代

つ

て
國
家
乃

至
は

一
般
的
利
釜

に
基

い
て
關
税
率

改
定
及
通
商
政
策
樹
立
を
可
能

と
な
ぢ
し

め

た

の
で
あ
る
。
今
や

O
。
昌

碧
葺
く
。
巴

§
9
轟
⑦
こ
そ

が
關
視
政
策

の
指
導
標

と
は
な

つ
た
。
輸
入
業

者
、
輸

出
業
者

、
輸
出
品

の
生
産
業
者
及

一
般
消
費
者
は
過
當
な
る
債
格
維
持
を
企
て
つ
玉
あ
つ
た
國
内
生
産
者
に
よ
る
米
國
關
税
政
策
の
傳
統
的
聾
噺
に

一
大
鐵
鎚
を
下
し
得
る
武
器
を
持
つ
に
到
ゆ
、
こ
の
意
味
に
於
て
米
國
の
關
税
改
定
機
構
は
そ
の
比
を
見
ざ
る
ほ
ど
の
合
理
性
を

♂

＼

持

つ

こ

と

㌦
.な

つ

だ

の

で

あ

る

。

:

'

n

」

セ、

r

'

、

・
.

げ

　

コ

ヒ

・

29

6
ロ
冨

に

欝

し

て

の
み

は

傳

統

的

及

地

理

的

考

慮

に
基

き

特
悪

關

税

傘

な
認

め

て

ゐ

五

。

/

'

剛

。
。豊

§

。
。
穿

。量

円
g

目
冒

団
b
;

葺

ユ
。準

日
邑

.レ

ゆ亀

。蔚

お
い
事

い
8

壽

評

率

ピ
8
ぎ

。
斜
}青

冨

で

国
9

。
凶
σq
・
月

壁

g

団
。
ぎ

鴇

。
h
、
昏

。

q

昆

a

ω
葺

β

寄

匿

く

。
量

お

ω
P

℃
も

・
哉

r

9

、

・

、
、

ガ

'

、
.

一

.
、



`

(33>(32)(31)(ラ9)(38)(37)(36)(35)(34)

＼

ダ

に

一
九

三
五
年
六
月
迄
大
統
領

の
外
國

貿
易
特
別
顧
問

お
り
し

Ω
8
茜
ゆ
客

男
8
げ

な
主
班

と
す

る

一
派

の
主

張
之
な
り
ゆ

単

H
・
謹

。・β

隣̀三
2

ワ

い
。
い
●

「

7

9

p

昼

・喜

鼻

塑

p

疑

轟

㌔

。・。凶碧

↓
邑

ρ
蜜

・琶

。・
.銭

穿

g
霧

レ

象

ぎ

パ
ニ

婁

巴

ご
.国
尋

。5

。。
器

も

冨

.中

。
§

跨
凶。
昌

。
h

b

β

旦

8

昌

国
着

g

皐

巴

ρ

日
冨

d

巳

く
臼

切
ξ

。
h

6
ぼ

8

σq
。

国

。
。・
。,
℃

お

u
O
℃
℃
・
b}
望

g

。段
・
H
)
名

貧

ぎ

。
g

。
h

9

白

暮

民
。
ρ

ω
鎧
白

垂

蔓

。
h

q

鼻

g

聾

9。

を

・
ω
.

∩
包
げ
・
誘

8

コ
u
凶ぴ
凶9

}
や

や

ε

い
ー

δ

α

塑

照

。

国

・
旨

目

器

β

量

2

℃
七
●
a

-

轟
'・

缶

●
H

日
p
ω
S

㌦

げ
凶α
・℃
℃
・
U
い

よ

・り

課

出

掲

載

o

潤

・
}
・
↓
9
ω
β

凶
三

2

℃
や

鴇

ー

や

`

⑦
ψ

日
お

9

註

葺

薯

o
ユ
P

目
O
ω
N
鳩
℃
も

.・
い
ゆ
i

去

・

、

炉

中

ω
。ゲ
効;
ω魯
昌
。催
①嘱㌔

。
蒙
。ψ
㍉

吋⑦ゆ・ロ肖⑦切
ρ昌
◎
爵
。
ぎ

員

累
①≦

磯
。
量

。羨

・

-
三

、

互

悪

通

商

協

定

政

策

の

實

蹟

と

を

の

國

民

経

濟

的

意

義

'

㌧

一
九
三
四
年
六
月
米
國

の
新
通
商
政
策

乏
し

て
登
場
し
た

「
互
恵
通
商
協
定
」
政
策

は
、
絶

え
ざ
る
米
國
政
府

の
積

極
的
努

力

と
世
界
経
濟

の
恢
復

及
國
際
経
濟

の
ブ

ロ
ッ
ク
化
的
傾
向
等

に
よ
つ

て
着

々
そ

の
功

を
奏

し
今

日

に
於

て
は
、
左

の
第

十
表

に
見

る
如
く
二
十

一
ヶ
國

と
協
定
締
結

を
見

る
に
到
レ
、
.今

や
米
國
総
貿
易
額

の
約

六
割

が

こ
の
通
商

プ

ロ
漉

ク

に
よ
り
占

め
ら
る

瓦

こ
と

」
な

つ
た
。

然

ら
ば

一
九
三
四
年

よ
り

一
九
三
九
年
迄

の
約

六
ケ
年

に
於
け
る
互
恵
通
商
協

定
政
策

の
實
蹟
は
如
何

な

る

も

の

で

あ

つ
た

ア
メ
リ
カ
互
惑
逸
商
協
定
政
策
の
研
究

(
木
曾
)

三
四
九
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画 名

バ

暁

チ

ン

ル

妙

領

ス

ス

ァ

.フ

領

・
ア

.
ド

防

ヵ

噌

フ

.
鎮

コ

一フ

;

デ
・ジ

嬬

∴

ビ

一プ
嫡

グ

諺

リ
癬

ド
蠣

μ

ユ
ル
・イ
∵

ナ
∵

∴

.
菰

.∵

吻

漏

賑

ル
甥

キ

ベ

ハ

ス

プ

カ

オ

ス

ホ

コ

グ

フ

ニ

フ

エ

コ

チ

ヱ

イ

ト

ヴ

.

ρ

ノ

一

、

'

6

鱒

■

締 結 年 月 日

Ig3∠ 卜8.24

1935・2・27 、

:
、935.3.・8:∫

息1935 ・5・25

・Ig3S・2・2
.

1935・II・15":

・g36・2…-

Ig36.1.9

,・93S'.・2.・8ご

1935・9・13

・93q・4・24` ...L

Ig36.5.6

1936.3.II・ 幽

・g365.・8ヒ

・937
.:…g

I936・II.28

1938.3.7

'
1938。8.6

1938.II.7

1939・4・1

.・939・1・ ・6

r
勧 麗 年顛

L
互934・9・3'

'

Ig3S.5.1

193S. .6.3

ノ

.1935.&5

,lg3『 ・1・1

・93昏 …

`

・936.・.・

・936.・.・5
,

Ig36.'3.2

:写936;5・20

-Ig36
.・(乳15

㌦Ig36.『6.15

・Ig36.lo.1

・互936
.k.2

1937・5・31

エ937.8.2

、lg38・4・'6

.・938 .・α ・3

二
、手939。 『1・Il

Ig39・5・5-"/t
,

・lg子?　 6暖 昌

`「
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か
。

こ
れ
を
統

計
的
基
礎

の
上

に
立

つ
て

。
<
巴
§

器

す
る

こ
之
は
絶
封
的
意
味

に
於

て
は
不

可
能

で
あ

る
。
何

乏
な
れ
ば
、
互

恵
通
商
協

定
締
結
國

と

の
貿
易
も
ま
た
米

國

の
総

貿
易

の

一
環

と
し

て
行
は

る

、
も

の
で
あ
り

、
從

つ
て
米
國

の
貿
易
全
般

に
作

用

す
る
諸
経

濟
要
因

の
影
響
度

の
申
、
協

定
締
結

國

と

の
貿

易

の
み

に
濁

す
る
も

の
を
嚴
密

に
分
離

せ
し
む

る
ζ
と
は
困
難
否
、

不
可
能

で
あ
り
、
殊

に
も
近
時

の
如
く
國
際
通
商
が
著
し
く
複
雑

性
を
帯

び

つ

』
あ
る

に
於

て
然

り

で
あ
る
。
然
し
な

が
ら
、
互

恵
通
齎
協
定
政
策
が
米
國

の
貿
身

に
封
し

て
如
何
な

る
程
度

に
於

て
影
響
を
與

へ
つ
玉
あ

る
か

の
概
観

的
考
察

は
可
能

と
考

へ
ら

る

玉
が
故

に
、
以
下
こ

の
立
場

に
於

て
槍

討
を
進
め
や
う
。

'

、

:

f.
.

."

、

・
先
づ
綜
観

的

に
、
互
恵
通
商
協
定
國

と
非
協
定
國

ど

の
米
國
貿
易

の
趨
向
を
統
計

上
よ
り
分
析
し

て
見
る
意
圖

の
下

に
次

の
第

ヤ

十

一
表

を

掲

げ

る
o

ヒ

.

、
:
.

箇

"

覧

噌

本

表

を
概

観

す

る
乏

次

の
諸

事

實

が
提

供

せ

ら
れ

る
。一

'

.

↓

一
九

三

六

・
七

爾
年

度

に
於

て
は
輸

出

入

共

に
、

非
協

定
國

の
占
む

る
債

額

比

率

が
頗

る

大

な

る

ζ
と
、

即

ち

、
二

九

三

(
六
年

度

に
は

輸
出

六
三

・
六

%

、
輸

入

五

七

・

一
%
、

ま

た

一
九

三

七
年

度

は
輸

出

六

二

4
五

%
ハ

輸

入

六

〇

・
.五

%

と

な

り

て

ゐ

る

。

幽

し

'

"

響

:

、

ゴ
,

一
九

三

八

・
九

爾

年

度

に
於

て
は

、
右

に
甥

立

し

て
通
商

観

定
締

結

風

と

の
貿
易

債

額

比
率

が
著

L

ズ

増

大

し

、
輸

出

は

(
一
九

三
八

年

に
は

五

六

・
八

%

、

翌

三
九

年

に
は

五
九

・
八

%

、

ま

た
輸

入

に
於

て
は

一'九

三

八
年

に
五
八

噂
九

%

、

三
九

年

に

は

五
九

・
四

%

と

な

つ

て
ゐ

る

こ
と
。

、
、

'

〉

'

・

、

解

'

ア
メ
リ
カ
互
悪
涌
商
協
定
政
策
の
研
究

(
木
曾
)

三
五

一



.
、
9

分

鷲 年119虻
i9345年 李 均Jg34-5年 亭 均

'

百
1937年

Ig36年

増 減
1938年

Ig37年

Ig39年

lg38年

i934・年 及

Ig35年 干 均

+62.8%

+3L7%

+42,0%

+17.9%

+57・5%

+II.2%

+4・.6%

+29.3%

+36.2%

+40.1%

-36.f%

-7 .5%

+8.1%

-4 .5%

十2.7%

757i)

9922)

2,208

 

＼

+21.6%

+エ2,5%

+15.6%

+34・5%

+80.3%

二+3α9%

+1&1%

+34・o%

+27.3%

一5 .3%

-56♂8%

-36.4'%

+・ α・%

+15。6%

+18.3%

7741、

7722)

J,851

 

㌧

覧

'

三
五
ニ

ヨ

更
に
、
貿
易
債
額
増
減
率
の
歌
態
を
観
乏

輸

(

吃
出

部
面

に
於

て
は

一
九
三
六
年

封

一
九

三
四
年
上
・三
五

年

平
均
比
率

を
除
外

す
れ
ば
、
其

他

の
年
度
比
較
に
於

て
協
定
締
結
國

は

ヨ
リ
高
率

の
増
加
を
示
し
、
ま
た
輸

入
部
面

に
て
は

一
九

三
六
年

樹

}
九
三
四
年

・
-
五
年
李

均

、
拉

に

」
九

三
七
年

樹

一
九

三
六
年
比
率
以
外
は
檜

加
傾
向
乃
至

は

ヨ
リ
少
き
減
少
を
示
し

て
ゐ
る
。

右

の
諸
事
實

に
封

す
る
解
答

は
、

一
九
三

六
年
度

に

=
於

て
は
拾
グ
國

と
協
定
締
結

す
る
こ
と

L
な

つ
た
が
い

カ
ナ
ダ

・
オ

ラ

ン
ダ
及

フ
ラ

ン
ス
を
除

い
た
他

の
協
定

國

は
」
貿
易

額
上
よ
り
は
飴
り
重
要
性
を
有

せ
ざ
る

こ

ρ
と
、

一
九

三
六
年

頃
よ

り
自
給
自

足
維

濟

・
國
防
経
濟

政
策

が
世
界

の

一
部

に
目
畳

↓
ぐ
進
展

す
る
に
到
隻
n
ノ

非
協

定
國

た
る
猫
逸

・
伊
太
利
6
'蘇
聯
邦
等

へ
ρの
軍
需

'
、製

晶
及
其

他
全
製
晶

の
輸
出

が
著

し
ズ
活
濃

と
な
勿
∵
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易貿

Ig39年Ig39年

893

(36.4%)

1,563

(63.6%)

`2
,456・

1,255

(37・5%)

'2
,090

(62.5%)

3,34S

1,758
(56.8%)

1,336
(43.2%)

3,094

1,901

(59.8%)

1,277
(40.2%)

3,177

輸 出(再 酬 ヲ含ム)

互 恵 通 商 協'定 國

國

一

、定

額

非 協

岡 纏

1,031

(42.9%)

1,392
(57.1%)

2,423

1,218

(39.5%)

1,865

(60.5%)

3ρ84

1,155

(58.9%)

806

(41.1%)

1,960

1,387

(s9.4%)

931
(40.6%)

2,318

 

入輸

互 悪 通 商三協 定 國

國定協非

ア
メ
リ
カ
互
悪
通
商
協
定
政
策
の
研
究

(
米
曾
)

額総

,

註1)エ クデ ドラ・イギ リス(ニ ユ ーフ アウ ン ドラン ド及 殖民地 含 マル)ト ル コ及 ヴエ ネズエ ヲ諸國 ヲ含マ ズ

2)エ クァ ドラ・及 イギ リス(植 民地 ヲモ 含ム)ヲ 含マ ズ。`

し
か
も
輸
出
軍
債

が
比
較

的
高
か

り
し
た
め

に
、
こ
の

爾
年
度

の
非
協

定
國

へ
の
輸
出

は
激

し
い
増
加

を
示
し

た

の
で
あ

つ
た
。
然

る
に

一
九
三
八
年

及
三
九
年

度

に

於

て
は
」
米
國

の
最
大
貿
易
相
手

國
た
る
英

國
宅
協
定

締
結

を
見

た
る
外
、

カ
ナ
ザ

・
オ
ラ

ン
プ

冷
フ
ラ

ツ
ス

を
始

め
そ
の
他

の
協

定
國

へ
の
輸
出

も
、
世
界
景
氣

の

上
昇
及

ブ

ロ
ッ
ク
経
濟

の
進
行

と
職
爾

の
危
瞼

増
大

の

た

め
著

し
く
糟
加
を
見

る
こ
と

玉
な
り
た

る
た

め
?
協

定
國

全
禮

へ
の
輸
出

は
非
協

定
國

の
そ
れ
を
凌

ぐ
こ
と

」
な

つ
た
。

他
方

、
輸

入

の
側

に
於

て
は
、

一
九

三
四

年

及
三
六
年

共

に
、
米
國

は
未
曾
有

の
早
魑

に
よ
る
農

産

食
料
晶

の
訣

乏
を
補

ふ
が
た

め
に
、

一
九

三
六
年

及

三
七
年
度

に
於

て
は
例
年

よ
り
多
額

の
農
産
物

が
輸
入

せ
ら
れ

ざ
る
を
得
な
か

つ
た

玉
め

に
、
非
協
定
國

の
比

率

の
増
加
を
見
た

こ
と
は
當
然

で
あ
ら
う
ゆ
即

ち

一
九

三
五
三



三
五
四

三
五
年

の
米
國
農
産
物
輸
入
額
十
億

七
千

二
百
萬
弗

に
封

し
、

一
九

三
六
年

及
三
七
年

に
は
夫

麦
十
二
億
四
千
三
百
萬
及
十
五
億

八
千
百
萬
弗
を
示

L

て
ゐ
る
こ
と

に
よ

つ
て
も
之

が
明

ら
か
と
な
る
。

^
・

～

石

・

・

も

二

・

以
上

の
考
察
を
申
核
乏
し

て
次

の
如
き
結
論

が
導
き
出

さ
れ
や
う
。

「

':

・

:

:

・

↓

一
九

三
四
年

以
來

一
九

三
九
年

に
到

る
迄

の
米
國

の
輸
出
貿
易
増
進
は
、
世
界
景
氣
恢
復

、
プ

ロ
ツ
ク
維
濟
、
國
防
経
濟
、

く
職
孚
危
瞼
増
大
等

の
諸
要
因

に
よ
惹

こ
と
も
認

め
ざ

る
を
得
な

い
が
、
互
恵

通
商
協
定
政
策

の
進
展
彊
化
も
そ

の
原
因

の

弾
部
た

る
と
と
は
是
認

せ
ら
る

べ
き

で
あ

る
o

.
⇔

輸
入
貿
易
は
禽

t

三

、九
三
四
年
以
後

況

三
七
年
を
除
い
て
は
著
し
轟

加
を
示
さ
な
い
が
、
協
定
國
よ
り
の
輸

入
額

は

一
九

三

八
年

以
來

激

増

し

つ

曳
あ

る
。

之

は

主

と

し

て
、
英

領

植

民

地

吃
カ

ナ
ダ

等

よ

り

の
輸

入
増

加

に
よ

る

之
と

が

明

ち

か

で
あ

る
。

・

曾

更

に
、

主

要
協

定

國

と

の
貿
易

趨

向
を

う

か

f
ふ

に
、

ま

つ

二

十

一
に

及

ぶ
協

定

國

は

そ

の
米

國

老

の
貿
易

商

口
㎜
の
立
場

か

ち

ニ

ゥ
に
分

類

せ
ら

れ

る
。

即

ち
第

一
類

は

米

國

に
封

し

て
食

料

晶

及

原

料

品

を

輸
出

す

る

國

に

し

て
由

キ

ユ
ー

バ
、

ハ
イ

チ
、

ブ

ラ
ジ

ル
、

カ
チ

ダ

、

オ

ラ

ン
ダ

屡

領

、

ホ

ン
ヂ

ュ
ラ

ス
、

コ

ロ

ン
ビ

ア
、

グ

ア

マ
テ

ラ
、
撃
フ
ラ

ン

ス
属

領

、

昌
カ

ラ
グ

ア
、

フ
イ

ラ

ン
ド
、

エ
ル
サ

ァ

ル
ヴ

ァ

ド

ラ
、

蓑

タ

リ

カ
、

エ
ク

ァ
ド

ラ
、

ト

ル

コ
、

イ
ギ

リ

薦

領

及

ヴ

ェ
ネ

ズ

エ
ラ
之

に
囑

し

、
第

二
類

は

、

べ
甲̀ル
ギ

ー

一

オ

ラ

芝
ダ

画
.
ス
ゆ

ヰ

ス
、

フ

テ

ン

ス
及

イ
ギ

リ

ス
の

五
敵

洲
諸

國

よ
り

な

る
も

の

に
し

て
、

之

等

の
國

々

は

完

製

特

殊

品

を

米

圃

に
輸

出

す

る

も

の

で
み

る

。

ご

ヤ

:

、

"

.

:

、
・



第

一
類

の
諸
國
と

の
協

定

に
於

て
は
、
米
國

は
輸
入
食

料
及
原
料
晶
、
ま
た
相
手

國
は
米
國
よ
り

の
輸

入
全
製
品

に
封
す
る
夫

々
輸

入
税
率

引
下
を
行
ひ
た

る
も

の
に
し

て
、
第
二
類

に
属

す
る
協
定
國

は
英
國

は
別

と
し

て
、
ベ

ル
ギ

ー
、

オ
ラ

ン
ダ
、

ス
ウ

ヰ

ス
、
及

フ
ラ

ン
ズ
の
諸
國

は
夫

々
通
貨
債
値
切
下
を
絵
儀
な
く
ぜ
ら
れ
輸
出
貿
易

の
不
振

に
悩

み
、
ま

た
他
方
輸

入
に
於

て
は

割

當

、
許

可
制
度
を
採
用

し

つ
玉
あ

つ
た
も

の
で
之

等
諸
國

よ

9
輸
入

の
完
製
特

殊
品

に
封

し
て
は
、
夫

々
税
率

の
低
減

が
行

は

れ

た

の
で
あ
る
。
米
國
品

に
封

し

て
は
ベ

ル
ギ
ー
を
除

き
他

の
三
國
は
關
税

に
於

て
は
既
に
以
前
よ
り
緩

和

し

つ

玉
あ

つ
た
が
、

　

そ

の
他

の
通
商

上

の
制
約
例

へ
ば
輸
入
割
當

、
輸
入
許

可
制

の
彊
化
政
策

に
出

で
た

る
も

の
な
る
を
以

て
、
米
國
政
府

は
こ

の
鐵

の
譲

歩
を
受
け
た

の
で
あ

る
。
然

ら
ば

か

玉
る
譲
歩
關
係

に
立

つ
各
主
要
協
定
國
と

の
貿
易

は
如
何
な
る
推
移
を
辿
り

つ
玉
あ

る

か
を
検
討

す
る
た
め

に
左

に
第

十
二
表
を
掲
げ
る
こ
と

玉
す
る
。

此
統
計
分
析
表

よ
り
得

ら
る

曳
協

定
國
と

の
貿
易
實
蹟

及
動
向

に
劉

す

る
結
論

は
次

の
如
く

で
あ

る
。

9

米
國
よ
り
の
主
要
蟄

超
過
國
た
る
カ
ナ
ダ
及
フ
ラ
ン
ス
と
の
貿
易
關
係
は
協
定
締
結
以
來
、
輸
出
額
の
相
封
的
増
加
の

結
果

と
し

て
依
然
出
超

尻
を
示
し

て
ゐ
る
。

イ
ギ

リ

ス
の
場
合
は
、
出
超
關
係

に
あ

る
も
、
輸

出
入
額

は
増
加
傾
向
を
示
し

て
は

ゐ
な

い
。

⊃

政
治
的

及
地
理
的

に
特
殊
關
係

に
あ
る

キ

ユ
ー

バ
と

の
貿
易

は
、
依

然
,
輸

入
超
過

尻
を

示
し

つ
、
あ

る
も
、
輸
出

健
著

し
く
増

加
傾
向

に
あ

る
た
め
,
從

つ
て
輪
入
超
過
額
は
漸
減
欣
態

に
あ

る
。

ヨ

輸
入
超
過
尻
を
示

し
て
ゐ

る
相
手

國
た

る
ブ

ラ
ジ

ル
、
}ス
ウ
ヰ

ス
、
蘭

印
、

コ
ロ
ン
ビ

ア
、
グ

ア
テ

マ
ラ
、
フ
ィ

ン
ラ

ン
ド
、

(

ア
メ
リ
カ
互
悪
題
商
協
完
政
策
の
研
究

(
木
曾
)

三
五
五

醜
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三
五
入

コ

エ
.ル
サ
ァ

ル
ヴ

ア
ド
ラ
及
英
領
植
民
地
と

の
貿
易
關
係

は
協
淀
締
結

以
後

に
於

て
、

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド
及
英

領
植
民
地
以
外

は
輸
入

額
が
、
減
退
叉

は
増
加
率
鈍
化
を

示
し
、
輸
出
漸
壇

の
傾
向

に
あ

る
た
め
輸
入
超
過
尻
は
減
少

し

つ
玉
あ

る
。

匹

幣

額
の
藩

餐

を
辿
つ
て
ゐ
る
簗

國
は
・
ス
ウ
ェ
デ

ン
・
オ
ラ
ン
ダ
霞

フ
ラ
ン
柔

國
及
西
印
度
鷺

で
あ

(

、

べ

り

、
漸
増
傾
向

に
あ

る
も

の
は
、

ハ
イ
チ
、

コ
ス
ク
リ

カ
、

エ
ク
ア
跨

ラ
で
み
る
。
之

に
樹

し

て
、
ベ

ル
ギ
ー

は

一
九

三
九
年

に

於

て
前
年
迄

σ
輸
出
超
過
歌
態

が
著
し
く
減
退
七

つ
玉
あ

る
ゆ

軌

ー

以
上
、
統
計

を
通

し

て
互
恵
通
断
協

定
締
結
國

と

の
貿
易

の
推
移
及
實
蹟
を
綜
観

し
た

の
で
あ

る
が
、
然

ら
ば
、

ア
メ
リ

カ
の

園

民
経
濟

に
封
し

て
互
恵
通
商
協
定
政
策
は
如
何

な
為
影
響
を
與

へ
り
」
あ
る
か

と
と

い
ふ
課
題
を
と
り
上
げ

て
見

る

に
、
既

に

蓮

べ
た
る
如
く
相
封
的
な
槍
討

に
止
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
何

と
な
れ
ば
、

ア
メ
リ
カ
合
衆

國

の
貿
易

全
鎧

に
作
用

す

べ
き
幾
多

の

経
濟
的
要
因
を
五
恵
通
商
協
定
締
結
國

と
の
貿

易

に
就

て
の
み
抽
出

し
て
.考
察

の
資

料

に
供
す

る
こ
と

は
む

し
ろ
不

可
能
事

に
薦

す

る
か
ら

で
あ

る
。
從

つ
て
以

下
、
相
封
的

立
場

よ
の

し
て
可
能

な
る
範
園
内

に
於

け
る
考
究

を
試

み
や
う
。

一
ア
メ
リ

カ
の
國

民
経
濟
的
立
場

よ
り
見

て
、

互
恵
通
商
協
定
政
策

と
最
も
重
要
な

る
關
係
を
有
す

る
問
題
は
、
農
業

、
工
業

雨

部
面
及

そ
れ
と
關
聯
し

て

の
勢
働
問
題

で
あ

る
り

關
税
と
農
業

と

の
問
題
は
多
ぐ

の
國
た

於
け
る
と
伺
様
、

ア
メ
リ

カ
に
於

て
も
傳
統

的
論
争

の
的

で
あ

り
、
保
護
關
税

主
義
思

想

は
既

に
論
及

し
た
如
↑

、
一
ア
。メ
ツ
ヵ
農
業
者

の
聞

に
深
く
根
を

下
ろ

し

て
ゐ
る
も

の
で
あ
る
。
從

つ
て
、
互
恵

通
商
協

定

に
よ

る
農
産
物
輸

入
税
率
引
下
政
策

に
封

し
て
も
反
封
論

が
紗

し
と

し
な

い
。
先

づ
そ

の
主
な
る
論
擦

は

一
般
的

に
輸

入
増
加

を
齎
す

顧

)



政
策

ば
内

ア
、メ
旦
力
國
内

の
農
業

及
勢

働

に
封
し

て
思
は
し
か
ら
ざ
る
影
響
を
及

ぼ
す

も

の

で
あ

る

と

い
ふ
所

に
存
す
る
。

然

鋤

し
謡

ア
メ
リ
カ
の
輸
入
品

の
大
牛

は
原
料
品
及
非
競
争

品

に
よ

つ
て
占

め
ら
る

玉
も
の

で
あ
少
、
ゴ

ム
、

コ
ー

ヒ
ー
、
錫

、
生
懸

等

の
如

き
國
内

に
て
生
産

せ
ら
れ
ざ
る
原

料
品

、
叉

は
全
製

品
及
加

工
品

に
て
も
そ

の
生
産
費

高
き

に
失

す
る
か
或

は
量
的

に
國

内
浩
費
を

充
し
得

ざ
る
生
産
状
態

に
あ

る
も

の
に
限
ち
れ
て

ゐ

る
の
で
あ

つ
て
、

こ

の
瓢

に
於

て
は
互
恵
通
商
協

定
政
策

に
よ

る

關
税
譲

歩
は
頗

る
愼
重
を
極

め
て
ゐ

惹
も

の
で
あ

る
。
成

程
、

一
九

三
五
年
よ
り

一
尤
三
七
年

に
か
け

て
は
農
産
物
乃
至
は
食
料

鱈

の
輸
入
は
頓

に
増
加

し
た

の
で
は
あ

る
が
、
之

は
直
接

的

に
は

一
九
三
四
年

及

一
九

三
六
年

の
大
早
越

に
よ

る
唐

黍
、
小
委
、

大
萎

、
秣
、
飼

料
、
肉
製
品
、
牛
脂
等

の
不

足
を
補

ふ
目
的

に
て
な
さ
れ

た
る
も

の
で
あ
り

、
之

が
家
畜
飼

育
上
如
何

に
大
な

る

役
割

を
果

し
た
か
は
言
を
侯

た

ぬ
所

で
あ

る
。
之

に
加
ふ

る
に
、
國
内

の
経

濟
的
恢
復

に
よ

る
原

料
品

の
需

要
増
大

も
考

へ
ら
れ

の

ね
ば
な
ら
ぬ
。

一
九

三
七
年

に
於

て
は
む

し
ろ
國
内
経
濟

同
復

が
主
因
を
な

し
、
之

に
前
年
度

の
大
旱
魅

が
加

は

つ
て
農
産
物
輸

入
高

は

一
九

三
〇
年

以
來

の
最

高
記
録

七
億
九
千
五
百
萬
弗

を
示
し
、
総
輸
入
額

の
二
四

・
、
一
%

に
達
し
た
が
、
輸

入
額

の
約
五

割

は
全
く

の
非
競
争
晶

で
あ

つ
た

の
で
あ
る
。
即
ち
生

ゴ
ム

(
八

・
一
一%
)

コ
ー

ヒ
ー

(
五

・
○

%
)
生
綜

(
三

・
五
%
)

の
如

き
之

で
あ
り
へ

砂
糖
輸
入
額
は
全
輸
入
額

の

一
〇
%

に
達

し
た

る
も
、
之

は
糖
業
保
護
法

の
管

理
下

に
あ

り
從

つ

て
國
内
生
産
者

ほ

に
と

つ
て
は
む

し
ろ
利
釜
を
齎

ら
し

つ
曳
あ

る
。
更

に
、
他

の

一
割
は

、
正
常
時

に
於

て
米
國

が
輸
出

し

つ

」
あ

つ
た
農
産
物

が

一
九
三
六
年

の
大
早
魑

に
災

せ
ら
れ

て
己
む
な
く
輸

入

に
侯

つ
た

も

の
で
あ

る
。
從
來

ア
メ
リ

カ
の
輸

入
農
産
物

の
二
割
五
分

に

相
當

す
る
も

の
は
、
實

に
國

内
溝
費
不

足
量
を
充
す
た

め

に
な
さ
れ
た
も

の
で
、
之
は
高
率
關
視
を
乗

り
越

え

つ

」
輸
入
せ
ら
れ

ア
メ
リ
カ
互
惑
涌
晦
協
定
政
策
の
研
究

(木
曾
)

一

三
五
九



三
六
〇

♂て
ゐ
た
こ
と
を
認
識
す

べ
き

で
あ
ら
う
。
輸
入

が

ア
メ
リ
カ
農
業
経
濟

に
悪
影
響
を
與

ぺ
る
も

の
と

の
論

断
は
以
上

に
よ

つ
て
そ

の
誤
謬
が
明
ら
か
と
な

つ
た

こ
と

義
考

へ
ち
る

、
が
、
'こ

の
謬
論
は
農
産
物

及
工
業

品

の
國
内
販
路

の
籏

大
は
工
業
活
動

の
塘
大

に
挨

つ
べ
き

も

の
で
あ

る
と

い
ふ
前
提
を
無
覗

し
た

る
も

の
で
あ
の
噛
、從

つ

て
か

」
る
國
内
市

場

の
本
質

を
静
態
的
乃
至
は
固

定

●

的

に
考

へ
た
誤
謬

に
陥

つ
て
ゐ
る
も

の
と
云
ふ

べ
き

で
あ

ら
う
。
國
内
販
路

の
損
大
縮
減
は
國
民

の
購
買
力

に
基
調
を
据

え
る
も

の

で
あ
ゆ
、
購
買
力
は
更

に
國

民
所
得
と
物
債
即

ち
生
活
費

と

の
關
聯

に
於

て
増
減

す

る
。
占故

に
も
し
國
民
購
買
力
を
増
加

せ
し

あ

て
國
内
販
路

を
損
大
す

る

の
實
際
的
方
法

が
見
出

さ
る

製
と
き
は
鴇

工
場
榮
働
者
及
農
業
勢
働

者
共

に
利
釜
を
受
く

べ
く

、
肉蓋

し

生
産

増
加

は

ヨ
リ
多
く

の
勢
働
を

要
求

し
馬

從

つ
て
生
産
者

は

ヨ
リ
多
ぐ

の
賃
銀
支
佛

に
鷹

じ
得

る
も

の
で
あ
ぴ

か
ぐ

て

ヨ
以

隻

多

く

の
購
買
力
を
喚
起
す
る
か
ら

で
あ

る
。
経
濟

活
動

の
増
大

は
総

て
の
勢
働
者

に
利
釜
を
齎

す

べ
も

、
高
物
債
及
原
料
晶
需
要

増

大
忙
俘

つ
て
輸
入
も
勢

ひ
増
加
す

る
こ
と

、
な

る
が
、
か

」
る
歌
態

下
に
於

て
は
生
産
者
は
内
外
販
路

の
全
罷
的
擾
大

に
よ

つ

そ

利
釜
を
受

け
、
支
佛
賃

銀
高
も
從

つ
て
増
す

こ
と

玉
な

る
。

こ

の
例
誰
は
、
既

に
詳
論

し
た
如
く

一
九

三

〇

年

の

揖

9
註

2
、

痂
日
。
9

關
視
法

に
よ
る
貿
易

及
國
内
経
濟

へ
の
影
響

に
よ
つ
て
明
ら
か

で
あ
ら
う
。
・本
關
税
法

を
基

調
と
す
る
釆

國

の
通
商
政
策

ぱ

米
國
品

に
封
す
る
外
國

の
購
買
力
を
減

退

せ
し
め
、
諸
外

國

を
し

て
途

に
報
復
手
段

を
と
ら
し
む

る

に
到
ら
し
め
、
世
界
経
濟

ミ

不

況

の
深
化
を
早
め
た

と
言

ひ
得

や
う
。

一
九

三
二
年

及

一
九

三
三
年

に
於

て
は
實

に

一
千
三
百
萬

人

の
失
業
者

が
現
は
れ
た
事

實

を
、
輸
出
貿
易

が

一
九

二
九
年

の
五
十
二
億

弗

よ
り

一
九

三
一.一年

及

一
九

三
三
年

の
十
六
億
弗

に
急

縛
下
し

(
'
ま
た
輸

入
貿
易

も

一
九

二
九
年
め
四
十
四
億
弗

よ
り

一
九

三
二
年

及

一
九

三
三
年

に
夫

々
十
三
億
弗

及
十
四
億
弗

に
顛
落

し
た
事
實
と
併

せ
考

へ
　



る
と
き
貿
易
と
勢
働
問
題
と
の
關
聯
の
重
要
性
が
認
識
せ
ら
る
べ
巷
で
あ
る
。
米
國
勢
働
省
の
獲
表
指
歎
は
過
去
十
ヶ
年
に
於
て

は
米
國
の
輸
入
貿
易
の
消
長
と
就
業
勢
働
者
歎
の
増
減
と
同

一
傾
向
に
あ
る
事
實
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
之
は
輸
入
貿
易
の
國
民
経

翰

'
濟
的
意
義
考

察

上
頗

る
興
味
深
く
且
貴

重
な
る
資

料

で
あ

る
o

翰

.

ア
メ
リ

カ
の
就
業
螢
働
者

は

一
九

三
七
年

に
於

て
は

四
千
六
百
萬

人
と
算

定

せ
ら
れ

て
ゐ

る
が
、

こ
の
中

、
蓮
輸
、
卸

・
小
費

業

、
金

融

・
公

釜
事
業
等

の
如
き
所
謂
廣
義

の

ω賃
三
8

貯
魯

の窪

8

に
從
事

す
る
勢
働
者
は
約
牛
数

の
二
千
萬

入
を
占
む

る
が
、
」

之

等

の
人

々
は
高
率
關
視

政
策

に
よ

つ
て
保
護

ぜ
ら
る

べ
く

も
な
く
、
む
し
ろ
消
費
者

と
し

て
苦
杯

を
嘗
む

べ
ぐ
、
ま
た
千
百
萬

、

入
は
農
業

生
産

に
從

つ
て
ゐ
る
が
、

こ

の
農
業
者

の
大
牛
ぼ

輸
入
貿
易

と
關
係
を
有
す
る
農
業

生
産
部

門

に
就
業

す

る
も

の
に
は

非
ナ
し

て
、

一
九

三
〇
年

關
視
法
が
如
實

に
示
し

て
ゐ
る
や
う
に
㍉

高
率
關
税

政
策

に
よ

つ
て
土
地
所

有
者

と
し

て
、
小
作
入

乏

し

て
乃
至
は
農

場
雇
傭
勢
働
者

と
し

て
恩
恵

よ
り
は
む
し

ろ
打
撃
を
蒙

る
立
場

に
あ

る
も

の
で
あ

る
。
淺

る
千
五
百
萬

人

の
就
業

螢
働
者
申
、
千

百
萬
人
は
製
造

工
業

に
從
事
し
淺
蝕

は
林
業

・
水
産
業

・
探
鑛
業

・
建

築
業

の
諸

部
門

に
馬

し

て
ゐ

る
。
か

つ
、

こ

の
千
五
百
萬

人
中
約
六
割
彊
は
高
度

の
保
護
關
視

政
策

に
よ

つ
て
は
効
果
的

に
保
護

せ
ら
れ

ざ
る
部
門

の
生
産
分
野

に
從
事

し

て
ゐ
る
も

の
で
あ
り
、
更

に
、
淺

る
約
五
百
萬

人

の
牛
歎
即
ち
二
百
五
十
萬
人
ー

最
大
限
度

の
推
定

に
て
ー

の
み
が
高
率
關
税
政

策

の
恩
恵

に
浴
し
得

る

工
業

生
産

に
從
事
し

て
ゐ
る
と
算

定
せ
ら
る

、
が
、

こ
れ
は
實

に
米
國

の
全
就
業
勢
働
者

の
約

五
%

に
相

翰

當

す
る

に
過
ぎ
な

い
。

さ
り

と

て
こ

の
二
百
五
十
萬
人

の
就
業
勢
働
者

の
利
釜
を
無
覗
す

る
こ
と
は
國
民
経
濟
上
ま
た
考
慮

せ
ち

る

べ
き

こ
と
た

る
は
勿
論

で
は
あ
る
が
、
禁

止
的
高
率
關
税
政
策

が
之
等
グ

ル
ー

プ
の
勢
働
者

の
利

釜
を
も
保
護

し
得
な

い
論
誰

ア
メ
リ
カ
互
恵
通
商
協
定
政
策
の
研
究

(
木
曾
)

・

三
山ハ
一∵



.

三
六

三

鋤

菰
既

に

一
九

三
〇
年

の

=
魯
琶

聲
レ。。
ヨ
。
曾

關
視
法

の
影
響
が
明

ら
か

に
物
語

つ
て
ゐ
る
所

で
あ

る
。

パ

、ま
た

、
禁

止
的
高
率
關
税
政
策

が

ア
メ
π
力
國
民

の
生
活
程
度

向
上
を
助
長

せ
し
む

る
と

い
ふ
論
者

も
見
ら
る

玉
所
な

る
も
、
・

之

に
野
し

て
は
諸

外
國

に
比

し

て

ヨ
リ
高
率

の
賃

銀
を
支
佛

つ
て
ゐ
る

ア
タ
リ

ヵ
の
生
産
品
が
、
如
何

に
し
て
生
活
程
度

の
ヨ
リ

低
き
外
國

に
輸
出

せ
ち
る

」
か
.の
背
景
を
考
察

す

べ
を

で
あ
ら
う
。

ア
タ

リ
カ

に
於

け
る
貨
幣
賃

銀
は
高
率
な
る
も
、
機
械
及
諸

種

の
榮
働
節
約
手
段

の
利

用
、
拉

に
大
量
生
産

に
よ
る
諸
節
約

は
勢
働

の
軍
位
當
り

の
生
産
額
を
異
常

に
増
加

し
、
從

つ
て
軍
位

當
り
生
産
費

の
低

下
と
な

つ
て
現
は
れ

る

の
で
あ

る
ゆ

か
く

て
こ
そ

、

ア
メ
リ
カ

の
製
造

工
業

者
は
國
際
永
準
以
上

の
賃

銀
を
皮

⑱

.

佛

ひ

つ
玉
も
自
動
車

、
タ
イ

プ
ラ
イ
タ
ー

、
及
諸
他

の
機
械

を
世
界
市
場

に
輸
出

し
得

る
の
で
あ

る
。

.

、
　
.

一
若

し
～
關
税

が
賃
銀
水
準
を
決

定
す

る
も

の
と
す
れ

ば
」

ア
メ
リ
カ

の
高

賃
銀
は
高

率
關
税

に
依
存

す

る
も

の
と

い
ふ

べ
く

、

從

つ
て
保
護
産
業

に
於

け
る
も

の
に
比
し

て
高
か
る

べ
き
慰

の
で
あ

る
。
然

る
に
實
際

に
於

て
は
、

ア
メ
リ
カ
に
關
す
る
限
り
消

こ

の
假

定
は
明
ら
か

に
覆
さ
れ

て
全
ぐ
反
封

の
現
象

を
呈
し

て
ゐ
る
。
、一
九

三
七
年

の
調
査

に
依
れ

ば
保

護
製
造
主
業

に
於
げ

る

勢
働
者

の

一
人
當
り
平
均
週
給

は
二
〇
弗

八
八
仙
な
り
し
に

、

ア
メ
リ

カ
全
罷

の
製
造

工
業

に
從
事

す
る
螢
働
者

へ
の
支
彿
李
均

,

鋤

週
給

は
二
五
弗

一
四
仙

と
な

つ
て
み
る
が
、
之

は
賃
銀
率

乏
關
税
と

の
關
係

、
從

つ
て
關
視
政
策

と
勢
働

と

の
關
聯

、
換
言

す
れ

ノ

,
ば

互
恵
通
商
政
策

の
米
國
勢
働
経
濟

へ
の
影
響
を
雄
辮

に
物
語
る
も

の
で
あ
ら
う
。

"似
上
、
三
章

に
亘

つ
て

ア
メ
リ

ガ
互
恵
通
商
協
定
政
策

の
歴
史
的
概
観

、
そ

の
本
質
及
運

用
蛙
に
そ

の
實
蹟
を
綜
観
し
、
絡

り

に
そ

の
國
民
経
濟
的
意
義

に
つ
き
考
察
を
加

へ
た

の
で
あ

る
が
、

一
九

三
四
年
六
月

に
ア
メ
リ

カ
國
内
経
濟
恢
復

の
緊

急
手
段

と



(第十三表)地 域別協定國との貿易趨勢

輸.入(軍 位百 萬 弗)

醐 刻 嚇1%
一
・g38年1%卜939年1%地 域 別

Ioo

'
29.7

24・5

21.6 、

25・2

1,387

398

340

299

350

Ioo

28.7

22・5

24・9

23・9

1,135

331

260

鋤

吻

】【00

5平5

25.9

13.5

9・1

1,901

978

493

257

173

Ioo

52.1

26.6

12.0

9・3

1.758

916

468

211

163

協定薗合計

欧 羅 巴1)

北 米2)

中 宙 来3)

其 他4)

(備 考)1)ベ ルギ ー.ス ウ エ デ ン.オ ラ ンダ本 國.ス ウヰ ス.フ?ン ス本 國.7イf'ラ ン ド及 イ}fリ ス ヲ含 ム。

2)カ ナダ0

3)キ ユ ーバ.ハ イチ.ブ ラ ジル.ホ ンヂユラ ス.コ ロ ンビア.グ ア テマ ラ.ニ カ ラグ ア 、エnサ アル がア

ドラ.コ スタ リカ.エ クア ドラヲ含 ムo-

4)オ ラ ンダ旙 領,フ ラ ンス 贋領及 イギ リス眉 領.植 民地 ヲ含 ム6

ア
メ
リ
カ
互
惑
涌
商
協
定
政
策
の
研
究

(
木
曾
)
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じ

て

ア
メ
リ

カ
通
商

政
策
史

上
に
比
類

な
き
猫
裁

的
通
商
協
定
締
結

権

を
大
統
領

に
賦
與

し
、
今
日
迄
三
度

び

そ
の
櫃
績

が
認
め
ら
る

」

こ
と

、
な

つ
た

の
で
あ
る
。
果

し
て
然

ら
ば
、
現
在

に
於

て
も

こ
の

互
恵
通
商
協
定
政
策
は
そ
の
當
初
の
目
的
と
意
圖
-

即
ち
純
粋
な

る
経
濟

的
背
景

と
要
素

の
み

に
よ
つ
て
運
用

せ
ら
れ

つ
曳
あ

る
で
あ

ら
う
か
。

上
掲
第

十
三
表

が
示
す
如
く
、

一
九
三
八
年

及

一
九

三
九

に
於

て
は
、

ア
メ
リ

カ
大

陸
を

一
環

と
す
る
貿
易

が
堅
實
な
る
上
昇

D

傾
向
を
辿
り
、
輸
出

に
於

て
は
約

四
〇
%

を
、
輸
入

に
於

て
は
四
五

%
以
上
を
占
め
、
輸
入
貿
易

の
進

展
は
頗

る
活
磯

と
な
り

つ

」
あ

る

へ

こ
走
が
観
取

せ
ら
る

玉
o

之

は

ま

さ

に

互

恵

通
商
協

定
政
策

の
全
般
的
動
向
た

る
輸
出
増

進

、
輸
入
現
勢

維
持
現
象

と
は
反
し
た
る
方
向

に
進
み

つ
Σ
あ

る
も

の
な
る
も
、
之

が
何
等

の
政
治
的
背
景
を
含
む

も

の
で
は
な

い
と
誰

が
噺
定

し
得

や
う
コ
最
今
や
政
治
的
ブ

ロ
ッ
ク
化

、從

つ
て
経
濟
的

ブ

,
ロ
ツ
ク
化

は
、
國
際

政
治
経
濟
機
構

の
基
底

と
な

つ
て
ゐ
る
。

ア
メ

ゴ
一山
ハ
三
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